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筑北村の人口
総人口
男
女
戸数

（令和 3年 12月 31日現在）

人
人
人
戸

4,270
2,120
2,150
1,800

（仮称）筑北スマートインターチェンジ完成予想図

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

輝
か
し
い
令
和
４
年
の
新
春
を
迎

え
て
、
村
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
健
や
か
に
お
過
ご
し
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
日
頃
よ
り
、
村
政
全
般
に
つ

い
て
、
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
こ
と
に
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

皆
様
の
お
手
元
に
「
筑
北
地
域
共

通
燃
料
購
入
商
品
券
」
は
届
い
た
で

し
ょ
う
か
。
こ
の
商
品
券
は
、
原
油

価
格
の
高
騰
に
伴
う
生
活
困
窮
対
策

に
つ
い
て
高
野
麻
績
村
長
と
話
し

合
っ
た
折
、
両
村
で
連
携
し
て
取
り

組
む
こ
と
と
な
っ
た
事
業
で
あ
り
ま

す
。事

業
を
実
施
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、

担
当
課
間
に
よ
る
打
合
せ
と
両
村
商

工
会
で
の
協
力
を
短
期
間
に
決
め
、

議
会
の
承
認
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
利
用
期
限
を
３
月
末
ま
で
と

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
利

用
を
お
願
い
し
ま
す
。

さ
て
、
令
和
３
年
を
振
り
返
っ
て

球
部
の
一
期
生　

速
水　

将
大
（
は

や
み
ず　

し
ょ
う
た
）
選
手
が
育
成

枠
で
千
葉
ロ
ッ
テ
か
ら
２
位
指
名
さ

れ
ま
し
た
。
プ
ロ
野
球
球
団
か
ら
の

指
名
は
、
一
昨
年
の
赤
羽
選
手
に
引

き
続
い
て
で
あ
り
、
村
に
と
っ
て
も

嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス
で
し
た
。
両
選
手

な
ら
び
に
野
球
部
の
皆
さ
ん
の
ご
活

躍
、
ご
健
闘
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

 

み
ま
す
と
、
ま
さ
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
に
明
け
暮

れ
た
一
年
だ
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

「
密
」
を
避
け
る
た
め
に
外
出
を
控

え
た
り
、
職
場
の
分
散
化
や
リ
モ
ー

ト
（
遠
隔
）
化
が
図
ら
れ
た
り
す
る

な
ど
、
様
々
な
面
で
行
動
の
制
約
が

求
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
慣
れ

た
と
は
い
え
、
マ
ス
ク
着
用
が
日
常

の
生
活
ス
タ
イ
ル
と
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
昨
年
暮
れ
か
ら
オ
ミ
ク

ロ
ン
株
へ
の
感
染
者
が
急
増
し
て
お

り
ま
す
。
村
で
は
、
３
回
目
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
へ
の
準
備
と
と
も
に
、
第

６
波
へ
の
対
応
に
つ
い
て
注
視
し
て

い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

一
方
、
明
る
い
話
題
と
し
て
、（
仮

称
）
筑
北
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
で
す
が
、
国
道
４
０
３
号
の
付

替
え
工
事
が
昨
年
完
了
し
、
本
線
側

の
工
事
が
着
手
と
な
り
ま
し
た
。
ネ

ク
ス
コ
東
日
本
に
て
令
和
５
年
の
春

の
竣
工
を
目
指
し
、
着
々
と
整
備
が

進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
供

用
開
始
に
向
け
、
近
隣
市
村
へ
利
用

促
進
を
呼
び
か
け
、
更
な
る
地
域
産

業
の
発
展
と
村
内
雇
用
の
創
出
な
ど
、

村
の
活
性
化
に
全
力
で
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
日
本
ウ
ェ
ル
ネ
ス
高
校
野

新
年
の
ご
挨
拶�
筑
北
村
長
　
太
田
　
守
彦
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こ
の
ほ
か
、
筑
北
村
食
生
活
改
善

推
進
協
議
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

長
年
に
わ
た
り
食
生
活
改
善
を
積
極

的
に
推
進
し
、
顕
著
な
成
果
を
上
げ

て
い
る
団
体
と
し
て
「
長
野
県
食
生

活
改
善
推
進
協
議
会
長
表
彰
」
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
住
民
の
健
康
を
保
持
増
進
す

る
た
め
、
会
員
の
皆
様
が
村
内
を
巡

回
し
て
塩
分
検
査
や
食
生
活
の
見
直

し
な
ど
、
地
道
に
活
動
さ
れ
て
き
た

こ
と
が
評
価
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
、

深
く
感
謝
し
ま
す
と
と
も
に
、
今
後

も
食
改
活
動
の
普
及
に
ご
尽
力
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

令
和
４
年
を
迎
え
、
今
年
の
重
点

と
考
え
て
い
る
２
点
を
申
し
上
げ
ま

す
。１

点
目
は
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
、

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
に
つ
い
て
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て

影
響
を
受
け
た
家
計
や
事
業
者
、
そ

し
て
村
の
経
済
の
回
復
支
援
に
重
点

を
お
き
ま
す
。
コ
ロ
ナ
以
前
の
活
気

を
取
り
戻
す
べ
く
、
更
に
国
や
県
か

ら
の
様
々
な
制
度
を
有
効
に
活
用
し

な
が
ら
、
必
要
な
事
業
に
つ
い
て
は

村
の
財
源
を
使
っ
て
対
応
し
て
ま
い

り
ま
す
。

特
に
昨
年
実
施
し
ま
し
た
「
生
活

応
援
商
品
券
事
業
」
は
規
模
や
時
期

な
ど
検
討
中
で
す
が
、
家
計
支
援
と

村
内
消
費
と
い
う
観
点
か
ら
効
果
が

大
き
く
、
今
年
も
実
施
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

ま
た
、
皆
様
が
所
定
の
手
続
き
を

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
支
援
を
受
け
ら

れ
る
制
度
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
関

係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
周
知
徹
底

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に

よ
っ
て
、
と
り
わ
け
地
方
移
住
へ
の

関
心
が
高
ま
っ
て
お
り
ま
す
。
当
村

に
お
い
て
も
空
き
家
バ
ン
ク
の
成
約

件
数
が
著
し
く
伸
び
て
お
り
、
空
き

家
物
件
は
不
足
し
て
い
る
状
況
に
あ

り
ま
す
。

加
え
て
、
今
年
は
善
光
寺
の
御
開

帳
や
諏
訪
の
御
柱
祭
な
ど
、
長
野
県

へ
の
観
光
需
要
が
予
想
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
追
い
風
を
村
の
活
性

化
に
つ
な
げ
る
た
め
、「
知
恵
と
汗
」

を
絞
り
出
し
、
更
な
る
交
流
人
口
の

増
加
、
知
名
度
の
向
上
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

２
点
目
と
し
て
、
私
は
令
和
５
年

を
「
変
革
の
年
」
に
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

先
ほ
ど
申
し
上
げ
た
（
仮
称
）
筑

日
常
生
活
に
欠
か
せ
な
い
ラ
イ
フ
ラ

ン
の
う
ち
、
飲
用
水
に
つ
い
て
は
新

し
い
水
脈
か
ら
の
取
水
が
整
備
さ
れ
、

今
夏
に
は
安
定
供
給
さ
れ
る
予
定
で

す
。ま

た
、
幹
線
道
路
で
あ
る
国
道

４
０
３
号
で
す
が
、
筑
北
地
域
内
の

交
通
量
は
格
段
に
増
え
て
お
り
、
安

全
面
か
ら
し
て
も
早
期
の
道
路
改
良

を
麻
績
村
と
と
も
に
要
望
し
て
い
き

ま
す
。

電
気
に
つ
い
て
は
、
強
風
や
積
雪

な
ど
倒
木
に
よ
る
停
電
が
頻
発
し
て

お
り
ま
す
。
電
線
付
近
の
枯
損
木
処

理
な
ど
は
中
部
電
力
へ
依
頼
す
る
こ

と
と
な
り
ま
す
が
、
停
電
に
よ
る
影

響
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
の
対
策

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

結
び
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
っ
て

良
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら

ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

北
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の

供
用
開
始
を
は
じ
め
と
し
て
、
公
約

に
掲
げ
た
企
業
誘
致
や
若
者
向
け
住

宅
の
建
設
、
旧
筑
北
小
学
校
の
後
利

用
問
題
、
指
定
管
理
下
に
あ
る
冠
着

荘
周
辺
の
活
性
化
、
さ
ら
に
は
地
球

温
暖
化
へ
の
対
応
な
ど
、
課
題
解
決

の
た
め
、
令
和
５
年
は
大
型
事
業
を

想
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

し
た
が
い
ま
し
て
、
今
年
は
そ
の

準
備
の
年
、
い
わ
ば
「
種
ま
き
」
の

年
と
位
置
付
け
、
職
員
と
一
丸
に
な
っ

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
、
行
政
懇
談
会
を

は
じ
め
、
住
民
の
皆
さ
ん
と
対
話
す

る
様
々
な
機
会
を
通
じ
、
村
の
課
題

や
財
政
状
況
を
住
民
の
皆
様
へ
お
伝

え
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。そ

し
て
、
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
や

ご
提
案
に
耳
を
傾
け
、
柔
軟
に
対
応

し
て
い
く
所
存
で
す
。
そ
の
こ
と
が

「
住
み
や
す
い
村
づ
く
り
」
に
つ
な
が

る
と
信
じ
ま
す
の
で
、
懇
談
会
開
催

の
折
に
は
大
勢
の
皆
様
に
ご
参
加
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。最

後
に
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
整
備

に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

飲
用
水
、
道
路
、
電
気
と
い
っ
た
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所得税の確定申告及び村県民税の申告について所得税の確定申告及び村県民税の申告について
令和 3 年分所得税の確定申告及び令和 4 年度住民税の申告期間は、2 月 16 日（水）

から 3 月 15 日（火）までです。あらかじめ地区ごと日程を決めてありますので、「申告
会場および日程について」をご参照いただき、お越しください。

申告会場および日程について申告会場および日程について

住民税は、所得税の確定申告・住民税申告・勤務先または年金保険者から筑北村に提
出される支払報告書等に基づき、村で税額計算し、税額を通知して納税していただいて
おります。税額計算の基になる情報がない場合は、適正な課税ができません。
また、国民健康保険税・介護保険料・後期高齢者医療保険料の算定にも、収入（所得）
等の情報が必要ですので、適正な金額計算のためにも申告は大切です。

・勤務先での年末調整内容、年金保険者への扶養親族申告書の提出内容で、申告漏れが
あった方（扶養控除、障害控除等の申告漏れなど）。

・給与収入がある方（パート、アルバイトなどを含む）で、給与以外の収入がある方。
・2 か所以上の事業所から給与等の収入がある方。
・年の途中で就職、退職した方で年末調整をしていない方。
・営業収入、農業収入、不動産収入、一時収入等がある方。 
・収入がなく、誰の扶養にもなっていない方（※住民税の申告をする必要があります）。

●印鑑　　　●給与･年金等の源泉徴収票、報酬等の支払調書など
●通知カードもしくは、マイナンバーカードと本人確認書類（運転免許証、公的医療保険の被保
　険者証など）※扶養控除を受ける時は、被扶養者のマイナンバーも必要です。
●営業所得、農業所得、不動産所得等の収支内訳書（左記に該当する所得がある方）

（注 : 必ず作成してお持ちください）
●各種控除を受けるのに必要な書類（生命保険料等、寄附金控除の証明書等）
●医療費控除の明細書又はセルフメディケーション税制の明細書（医療費控除等を受ける場合）

（注 : 必ず作成してお持ちください。）
●申告者本人名義の金融機関の通帳
●税務署から所得税確定申告書等の書類が送付されている場合はその書類
●その他申告に必要な書類

※用紙等は役場、税務署にあります。また国税庁のホームページよりダウンロードできます。

●土地・建物の売買の申告 ●株式等の売買の申告 ●分離課税の申告
●過年度の申告（令和2年分以前） ●青色申告 ●住宅借入金等特別控除等に関する申告
●準確定申告（令和3年・令和4年中に亡くなった方の申告）
●損失・繰越損失 ●給与所得者の特定支出控除を受ける申告

税務署からのお知らせ
■松本税務署の申告会場について
　＊申告会場　松本税務署 1 階
　＊受付時間　午前 8 時 30 分～午後 4 時（土・日曜日、祝日は閉庁日です）
　＊電話番号　☎0263-32-2790
　　　　　　　
　＊還付の方の申告相談については、2 月 15 日（火）以前でも受け付けています。
■長野税務署の閉庁日対応について
　＊申告会場　若里市民文化ホール（長野市若里 3-22-2）
　＊日　　程　令和 4 年 2 月 20 日（日）及び 2 月 27 日（日）
　＊受付時間　午前 9 時～午後 4 時
■申告書の作成について

　国税庁ホームページ（http://www.nta.go.jp/）の「確定申告書等作成コーナー」
では、画面の案内に従って金額等を入力することにより、24 時間いつでも確定申告書
等を作成することができます。作成した申告書等は、e-Tax（電子申告）を利用して
提出することができます。また、印刷して郵送等により提出することができます。
e-Tax で申告を行うと次のようなメリットがあります。
　・インターネットで申告でき、添付書類の提出を省略します。
　・還付金をスピーディーに受け取ることができます。

～ 申告会場にお越しの際は、新型コロナウイルス感染症拡大防止にご協力ください ～
・マスクの着用の徹底、咳エチケットの徹底をお願いいたします。
・発熱のある場合、体調が優れない場合はお出かけをお控えください。

夜間受付（午後からの受付となりますので、ご注意ください）
3月 10日（木）・3月 11日（金）　午後 1時～午後 7時夜間受付について

■申告に必要なもの■

◆申告が必要な方

◆次の申告をされる方は、松本税務署へお願いします

受付時間　【午前】9時～11時　　【午後】1時～3時

※上記番号にかけると、自動音声案内が流れます。ご用件の内容に応じて、該当する番号を押してください。
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所得税の確定申告及び村県民税の申告について所得税の確定申告及び村県民税の申告について
令和 3 年分所得税の確定申告及び令和 4 年度住民税の申告期間は、2 月 16 日（水）

から 3 月 15 日（火）までです。あらかじめ地区ごと日程を決めてありますので、「申告
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住民税は、所得税の確定申告・住民税申告・勤務先または年金保険者から筑北村に提
出される支払報告書等に基づき、村で税額計算し、税額を通知して納税していただいて
おります。税額計算の基になる情報がない場合は、適正な課税ができません。
また、国民健康保険税・介護保険料・後期高齢者医療保険料の算定にも、収入（所得）
等の情報が必要ですので、適正な金額計算のためにも申告は大切です。

・勤務先での年末調整内容、年金保険者への扶養親族申告書の提出内容で、申告漏れが
あった方（扶養控除、障害控除等の申告漏れなど）。

・給与収入がある方（パート、アルバイトなどを含む）で、給与以外の収入がある方。
・2 か所以上の事業所から給与等の収入がある方。
・年の途中で就職、退職した方で年末調整をしていない方。
・営業収入、農業収入、不動産収入、一時収入等がある方。 
・収入がなく、誰の扶養にもなっていない方（※住民税の申告をする必要があります）。

●印鑑　　　●給与･年金等の源泉徴収票、報酬等の支払調書など
●通知カードもしくは、マイナンバーカードと本人確認書類（運転免許証、公的医療保険の被保
　険者証など）※扶養控除を受ける時は、被扶養者のマイナンバーも必要です。
●営業所得、農業所得、不動産所得等の収支内訳書（左記に該当する所得がある方）

（注 : 必ず作成してお持ちください）
●各種控除を受けるのに必要な書類（生命保険料等、寄附金控除の証明書等）
●医療費控除の明細書又はセルフメディケーション税制の明細書（医療費控除等を受ける場合）

（注 : 必ず作成してお持ちください。）
●申告者本人名義の金融機関の通帳
●税務署から所得税確定申告書等の書類が送付されている場合はその書類
●その他申告に必要な書類

※用紙等は役場、税務署にあります。また国税庁のホームページよりダウンロードできます。

●土地・建物の売買の申告 ●株式等の売買の申告 ●分離課税の申告
●過年度の申告（令和2年分以前） ●青色申告 ●住宅借入金等特別控除等に関する申告
●準確定申告（令和3年・令和4年中に亡くなった方の申告）
●損失・繰越損失 ●給与所得者の特定支出控除を受ける申告

税務署からのお知らせ
■松本税務署の申告会場について
　＊申告会場　松本税務署 1 階
　＊受付時間　午前 8 時 30 分～午後 4 時（土・日曜日、祝日は閉庁日です）
　＊電話番号　☎0263-32-2790
　　　　　　　
　＊還付の方の申告相談については、2 月 15 日（火）以前でも受け付けています。
■長野税務署の閉庁日対応について
　＊申告会場　若里市民文化ホール（長野市若里 3-22-2）
　＊日　　程　令和 4 年 2 月 20 日（日）及び 2 月 27 日（日）
　＊受付時間　午前 9 時～午後 4 時
■申告書の作成について

　国税庁ホームページ（http://www.nta.go.jp/）の「確定申告書等作成コーナー」
では、画面の案内に従って金額等を入力することにより、24 時間いつでも確定申告書
等を作成することができます。作成した申告書等は、e-Tax（電子申告）を利用して
提出することができます。また、印刷して郵送等により提出することができます。
e-Tax で申告を行うと次のようなメリットがあります。
　・インターネットで申告でき、添付書類の提出を省略します。
　・還付金をスピーディーに受け取ることができます。

～ 申告会場にお越しの際は、新型コロナウイルス感染症拡大防止にご協力ください ～
・マスクの着用の徹底、咳エチケットの徹底をお願いいたします。
・発熱のある場合、体調が優れない場合はお出かけをお控えください。

夜間受付（午後からの受付となりますので、ご注意ください）
3月 10日（木）・3月 11日（金）　午後 1時～午後 7時夜間受付について

■申告に必要なもの■

◆申告が必要な方

◆次の申告をされる方は、松本税務署へお願いします

受付時間　【午前】9時～11時　　【午後】1時～3時

※上記番号にかけると、自動音声案内が流れます。ご用件の内容に応じて、該当する番号を押してください。

月　　日 対　象　地　区 会　　場
2 月 16 日（水） 上安坂

筑北村公民館 1 階
筑北村坂井 5711 番地 1

2 月 17 日（木） 中安坂
2 月 18 日（金） 下安坂
2 月 21 日（月） 下永井
2 月 22 日（火） 上永井
2 月 24 日（木） 青柳・昭和町

坂北総合福祉センター
第一会議室

2 月 25 日（金） 刈谷沢・別所
2 月 28 日（月） 竹場・仁熊
3 月 1 日（火） 中村
3 月 2 日（水） 東山・向原
3 月 3 日（木） 河鹿沢・大沢・立川・乱橋

筑北村役場 2 階
206 会議室

※10日と11日は、午後1時～午後7時

3 月 4 日（金） 岩戸・竹之下・上手山
3 月 7 日（月） 田屋・伊切
3 月 8 日（火） 八木・小仁熊
3 月 9 日（水） 丸山町・西条・聖南町
3 月 10 日（木） ※

村内全地区3 月 11 日（金） ※
3 月 14 日（月） 
3 月 15 日（火）
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マイナンバーカード
を使って

サラリーマンも
農業所得者も
自営業者も…

以下の全てに該当する場合、所得税及び復興特別所得税の
確定申告は必要ありません。
・公的年金等の収入金額の合計額が400万以下
・公的年金等の全部が源泉徴収の対象となる
・公的年金等に係る雑所得以外の所得金額が 20万円以下

令和４年２月16日（水）～３月15日（火）
松本税務署 １階 

受付時間

国税庁 LINE
公式アカウント

確定申告
作成コーナー

・午後４時前であっても、相談受付を終了する場合があります。
・ 確定申告会場の入場には、当日配付又は国税庁 LINE 公式アカウント

から事前に取得した入場整理券が必要です。

自宅から でで

（土、日及び祝日を除きます）
午前８時30分から午後４時まで

申告会場

申告期間

公的年金等を受給されている方へ

・好きな時間で
・さらに便利に

e-Tax
・好きな場所で
・簡単ラクラク

スマホ申告

スマホ
確定申告
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●停電・断線や電線にかかる倒木を発見した場合
中部電力  TEL 0120-985-232（24 時間年中無休）

●NTT電話の不通（故障）場合
局番なしの TEL 113　携帯電話からは TEL 0120-444-113（24 時間年中無休）

●ケーブルテレビが映らない、インターネットが接続できない、ケーブルプラス電話の不通の場合
テレビ松本ケーブルビジョン  TEL 0120-40-1008（9 時から17 時）

●防災ラジオの定時放送・緊急割込み放送が聴取できない場合
あづみ野エフエム放送 ヘルプデスク　TEL 62-0208（平日 9 時から17 時）

停電または電話（ＮＴＴ、ケーブルプラス電話）等の不通でお困りの場合は以下にお問い合わせをお願いします
※断線の場合は、近くの電柱の電柱番号も
　あわせて通報してください。
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旧筑北小学校後利用に関する住民説明会を開催しました旧筑北小学校後利用に関する住民説明会を開催しました
令和３年 12 月 15 日（水）に本城多目的ホールで「旧筑北小学校後利用に関する住民
説明会」を開催しました。36 名の方にご参加いただき、施設の後利用を地域貢献につな
げるための貴重なご意見をいただきました。
村の財政負担を軽減することと、地域の貴重な財産である学校施設を、住民の方に使っ
ていただきながら地域の活性化の拠点となる施設にしていくため、施設の運営を民間事
業者にお願いしながら、地域との関わりを残していく方法を探ってきました。
当日の資料の一部について、続きの 10ページ～ 13ページに「旧筑北小学校後利用ロー
ドマップ」及び「ゾーニング図」を掲載しましたのでご覧ください。
また、令和３年 12 月 27 日（月）より、後利用を希望する民間事業者の募集を開始し
ています。以下URL より、募集内容をご確認いただけます。

※上記住民説明会は、新型コロナウイル
ス感染症予防対策及び暖房・駐車場を
考慮し、本城多目的ホールで開催致し
ました。坂北地域での説明会開催のご
要望がございましたので、令和４年１
月 15日（土）に、坂北総合福祉センター
大会議室にて再度住民説明会を開催し
ました。

後利用事業者と村内の団体が打ち合わせる機会を設けてほしいです。
運営開始後も年に最低１回は村側に運営状況や経営状況を報告する場を設ける
ように条件を付しており、その中で地域団体を加えての協議も可能と考えてい
ます。

取組等の周知方法に課題があると感じます。
本日の内容は様々な方法により住民の皆様に伝わるよう周知を図っていきます。

坂北地域での住民説明会の開催が必要と感じます。また、開催の日時も参加
者のことを考え工夫していただきたいです。
曜日や時間の設定につきましては、今後に生かしていきます。最終的に後利用
をする民間事業者が選定され、具体的にどのような使い方をするか決定しまし
たら、再度住民説明会の開催を予定しており、その際は坂北地域での開催も予
定しています。

民間事業者が施設を後利用する場合アクセス道路のことも考える必要がある
と感じます。道路の拡幅予定はありますか？
関心のある事業者は道路状況等も含めて現地見学に来ると思います。現在道
路改良の予定はありません。

施設の周辺に駐車場が少ないですが、どのように確保していく予定ですか？
募集要領の中で駐車場の所在を明示し提案していただきます。

保育園も近いので車両の通行が増えるのであれば安全対策が必要と感じます。
過去に学校線の改良も行ない安全確保に努めて参りましたが、今回の事業の
実施にあたり、より一層の安全確保に努めて参ります。

選定委員会のメンバー構成はどうなっていますか？  また、選考過程を公表する
予定はありますか？
選定基準の中で、応募者の取組や姿勢、地域貢献の面で評価基準を設けており、
選定委員は村の職員だけでなく地域の代表者 10 名程度を加えて開くことを予
定しています。また、選定の経過を明確にするために住民の皆様の傍聴を可能
とし、応募者のプレゼンを聴けるように検討しています。

筑北村公式ホームページ
http://www.vill.chikuhoku.lg.jp/accept-application/10746　　

たくさんの貴重なご意見をいただきありがとうございました。
政策に反映し、より良い事業となるよう努めて参ります。

Ｑ４
A４

施設を使用する場合、住民は無料で使えますか？
様々な使用の形態が想定される中で、施設管理者側に維持管理費等コストもか
かるので、現在の村の公共施設使用料等も参考にしてもらいながら、過度な料
金設定にならないように条件を付します。その中で最終的に無料にできるか等
も含めて後利用事業者が決定したら細かく協議します。

校庭は今後も住民の利用が可能ですか？
募集要領の中で運営開始後も引き続き住民が校庭を利用できるように努めてい
ただくことを盛り込みます。

譲渡の方針とのことですが、転売等の防止対策はできますか？
募集要領や契約書の中で目的外使用を禁止することを盛り込み、転売について
は、所有権登記の際に村以外に移転登記をできないようにすることが可能です。

Ｑ１
A１

Ｑ２
A２

Ｑ３
A３

Ｑ５
A５

Ｑ６

A６

Ｑ７

A７

Ｑ８
A８

Ｑ９
A９

Ｑ10

A10

次ページへ続く

R3.12.15住民説明会Q＆AR3.12.15住民説明会Q＆A
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旧筑北小学校後利用に関する住民説明会を開催しました旧筑北小学校後利用に関する住民説明会を開催しました
令和３年 12 月 15 日（水）に本城多目的ホールで「旧筑北小学校後利用に関する住民
説明会」を開催しました。36 名の方にご参加いただき、施設の後利用を地域貢献につな
げるための貴重なご意見をいただきました。
村の財政負担を軽減することと、地域の貴重な財産である学校施設を、住民の方に使っ
ていただきながら地域の活性化の拠点となる施設にしていくため、施設の運営を民間事
業者にお願いしながら、地域との関わりを残していく方法を探ってきました。
当日の資料の一部について、続きの 10ページ～ 13ページに「旧筑北小学校後利用ロー
ドマップ」及び「ゾーニング図」を掲載しましたのでご覧ください。
また、令和３年 12 月 27 日（月）より、後利用を希望する民間事業者の募集を開始し
ています。以下URL より、募集内容をご確認いただけます。

※上記住民説明会は、新型コロナウイル
ス感染症予防対策及び暖房・駐車場を
考慮し、本城多目的ホールで開催致し
ました。坂北地域での説明会開催のご
要望がございましたので、令和４年１
月 15日（土）に、坂北総合福祉センター
大会議室にて再度住民説明会を開催し
ました。

後利用事業者と村内の団体が打ち合わせる機会を設けてほしいです。
運営開始後も年に最低１回は村側に運営状況や経営状況を報告する場を設ける
ように条件を付しており、その中で地域団体を加えての協議も可能と考えてい
ます。

取組等の周知方法に課題があると感じます。
本日の内容は様々な方法により住民の皆様に伝わるよう周知を図っていきます。

坂北地域での住民説明会の開催が必要と感じます。また、開催の日時も参加
者のことを考え工夫していただきたいです。
曜日や時間の設定につきましては、今後に生かしていきます。最終的に後利用
をする民間事業者が選定され、具体的にどのような使い方をするか決定しまし
たら、再度住民説明会の開催を予定しており、その際は坂北地域での開催も予
定しています。

民間事業者が施設を後利用する場合アクセス道路のことも考える必要がある
と感じます。道路の拡幅予定はありますか？
関心のある事業者は道路状況等も含めて現地見学に来ると思います。現在道
路改良の予定はありません。

施設の周辺に駐車場が少ないですが、どのように確保していく予定ですか？
募集要領の中で駐車場の所在を明示し提案していただきます。

保育園も近いので車両の通行が増えるのであれば安全対策が必要と感じます。
過去に学校線の改良も行ない安全確保に努めて参りましたが、今回の事業の
実施にあたり、より一層の安全確保に努めて参ります。

選定委員会のメンバー構成はどうなっていますか？  また、選考過程を公表する
予定はありますか？
選定基準の中で、応募者の取組や姿勢、地域貢献の面で評価基準を設けており、
選定委員は村の職員だけでなく地域の代表者 10 名程度を加えて開くことを予
定しています。また、選定の経過を明確にするために住民の皆様の傍聴を可能
とし、応募者のプレゼンを聴けるように検討しています。

筑北村公式ホームページ
http://www.vill.chikuhoku.lg.jp/accept-application/10746　　

たくさんの貴重なご意見をいただきありがとうございました。
政策に反映し、より良い事業となるよう努めて参ります。

Ｑ４
A４

施設を使用する場合、住民は無料で使えますか？
様々な使用の形態が想定される中で、施設管理者側に維持管理費等コストもか
かるので、現在の村の公共施設使用料等も参考にしてもらいながら、過度な料
金設定にならないように条件を付します。その中で最終的に無料にできるか等
も含めて後利用事業者が決定したら細かく協議します。

校庭は今後も住民の利用が可能ですか？
募集要領の中で運営開始後も引き続き住民が校庭を利用できるように努めてい
ただくことを盛り込みます。

譲渡の方針とのことですが、転売等の防止対策はできますか？
募集要領や契約書の中で目的外使用を禁止することを盛り込み、転売について
は、所有権登記の際に村以外に移転登記をできないようにすることが可能です。

Ｑ１
A１

Ｑ２
A２

Ｑ３
A３

Ｑ５
A５

Ｑ６

A６

Ｑ７

A７

Ｑ８
A８

Ｑ９
A９

Ｑ10

A10

次ページへ続く

R3.12.15住民説明会Q＆AR3.12.15住民説明会Q＆A

9



旧筑北小学校後利用ロードマップ旧筑北小学校後利用ロードマップ

筑
北
小
跡
地
利
用
に

関
す
る
ア
イ
デ
ィ
ア
調
査

公
共
施
設
と
し
て
利
用
す
る
可
能
性
の
検
討

民
間
利
用
を
含
め
た
利
用
方
法
・
財
政
要
因
の
検
討

民
間
事
業
者
を
入
れ
て
利
用
す
る
方
針
を
固
め
る

民
間
事
業
者
か
ら
利
用
方
法
の
提
案
を
募
る

（
６
社
参
加
） 

興
味
を
持
つ
民
間
事
業
者
は
多
い

民
間
運
営
の
中
で
も
住
民
が
施
設
利
用
で
き
る
形
態
、

事
業
計
画
、
事
業
継
続
性
検
討
、
仮
コ
ン
セ
プ
ト
の
提
案

コ
ン
セ
プ
ト
に
盛
込
む
た
め
の
意
見
収
集

コ
ン
セ
プ
ト
・
公
募
要
領
に
反
映

選
定
委
員
会
を
設
置
し
、
運
営
事
業
者
候
補
を
選
定

運
営
事
業
者
候
補
を
交
え
て
、
具
体
的
な
後
利
用
方
法
を
説
明

運
営
内
容
の
細
部
の
調
整 

運
営
事
業
者
の
開
業
準
備
・
改
修
工
事

校
舎
後
利
用
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

令
和
２
年
度
第
１
回

施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
会
議

旧
筑
北
小
学
校
後
利
用
に

興
味
を
持
つ
民
間
事
業
者
の

募
集・対
話・意
見
交
換

（
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
）

現
地
説
明
会

11
社
参
加

選
定
委
員
会
設
置

運
営
事
業
者
候
補
選
定

小
中
学
校
ア
ン
ケ
ー
ト

事
業
者
ヒ
ア
リ
ン
グ

住
民
ヒ
ア
リ
ン
グ

対
象
施
設
調
査

コ
ン
セ
プ
ト
・
基
本
計
画

旧
筑
北
小
学
校

後
利
用
に
関
す
る

調
査
支
援
業
務

住
民
説
明
会

公
募
内
容
の
決
定

事
業
者
公
募

住
民
説
明
会

令
和
５
年
度
よ
り
後
利
用
運
営
開
始
へ

（
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
・
仮
コ
ン
セ
プ
ト
に
関
す
る
説
明
）

（
住
民
の
施
設
利
用
に
関
す
る
意
見
収
集
）

（
運
営
事
業
者
候
補
）

R1.7 月 

R2.3 月

R2.11月

R2.7 月 R3.2 月 R3.5 月～ R3.12.15 R3.12 月下旬

R4.3月中旬

R4.４月中下旬
R4.3 月下旬
   ～4 月予定

～ 令和元年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 3 年度 令和 4 年度 ～

筑北小閉校

運
営
開
始
に
向
け
た
準
備

村
議
会
議
決
に
よ
り
運
営
事
業
者
決
定

10



旧筑北小学校後利用ロードマップ旧筑北小学校後利用ロードマップ

筑
北
小
跡
地
利
用
に

関
す
る
ア
イ
デ
ィ
ア
調
査

公
共
施
設
と
し
て
利
用
す
る
可
能
性
の
検
討

民
間
利
用
を
含
め
た
利
用
方
法
・
財
政
要
因
の
検
討

民
間
事
業
者
を
入
れ
て
利
用
す
る
方
針
を
固
め
る

民
間
事
業
者
か
ら
利
用
方
法
の
提
案
を
募
る

（
６
社
参
加
） 

興
味
を
持
つ
民
間
事
業
者
は
多
い

民
間
運
営
の
中
で
も
住
民
が
施
設
利
用
で
き
る
形
態
、

事
業
計
画
、
事
業
継
続
性
検
討
、
仮
コ
ン
セ
プ
ト
の
提
案

コ
ン
セ
プ
ト
に
盛
込
む
た
め
の
意
見
収
集

コ
ン
セ
プ
ト
・
公
募
要
領
に
反
映

選
定
委
員
会
を
設
置
し
、
運
営
事
業
者
候
補
を
選
定

運
営
事
業
者
候
補
を
交
え
て
、
具
体
的
な
後
利
用
方
法
を
説
明

運
営
内
容
の
細
部
の
調
整 

運
営
事
業
者
の
開
業
準
備
・
改
修
工
事

校
舎
後
利
用
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

令
和
２
年
度
第
１
回

施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
会
議

旧
筑
北
小
学
校
後
利
用
に

興
味
を
持
つ
民
間
事
業
者
の

募
集・対
話・意
見
交
換

（
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
）

現
地
説
明
会

11
社
参
加

選
定
委
員
会
設
置

運
営
事
業
者
候
補
選
定

小
中
学
校
ア
ン
ケ
ー
ト

事
業
者
ヒ
ア
リ
ン
グ

住
民
ヒ
ア
リ
ン
グ

対
象
施
設
調
査

コ
ン
セ
プ
ト
・
基
本
計
画

旧
筑
北
小
学
校

後
利
用
に
関
す
る

調
査
支
援
業
務

住
民
説
明
会

公
募
内
容
の
決
定

事
業
者
公
募

住
民
説
明
会

令
和
５
年
度
よ
り
後
利
用
運
営
開
始
へ

（
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
・
仮
コ
ン
セ
プ
ト
に
関
す
る
説
明
）

（
住
民
の
施
設
利
用
に
関
す
る
意
見
収
集
）

（
運
営
事
業
者
候
補
）

R1.7 月 

R2.3 月

R2.11月

R2.7 月 R3.2 月 R3.5 月～ R3.12.15 R3.12 月下旬

R4.3月中旬

R4.４月中下旬
R4.3 月下旬
   ～4 月予定

～ 令和元年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 3 年度 令和 4 年度 ～

筑北小閉校

運
営
開
始
に
向
け
た
準
備

村
議
会
議
決
に
よ
り
運
営
事
業
者
決
定

11



旧筑北小学校後利用ゾーニング図

12



13



原油価格の高騰等による地域住民の生活支援として、
筑北地域共通燃料購入商品券を配布します。

●配布対象者 令和３年 12 月１日現在で村に住民登録されている方が対象となります。

●利 用 期 間 令和 4 年 1 月 20 日（木）から令和 4 年 3 月 31 日（木）

●商品券が利用できる販売店
　(1) 筑北村 ㈱アイダエナジー筑北店、久保村石油㈱、小林農産㈲本店、
 コメリハードアンドグリーン坂北店、関川組西条給油所、
 ＪＡ松本ハイランド聖南給油所
　(2) 麻績村 ㈲小林農産麻績支店、ＪＡ松本ハイランド麻績給油所

●商品券が利用できる対象品目　ガソリン、軽油、灯油の３品目

●商品券利用時の注意事項
　商品券をご利用の際、券額以内のおつりは出ませんので注意してください。

お問い合わせ先　総務課  TEL 66-2111

※この商品券による生活支援事業は、麻績村と筑北村が共同で事業を実施します。

■ 村温泉施設のご利用について
新年あけましておめでとうございます。
日頃より温泉施設をご利用いただき誠にありがとうございます。本年も
村民の皆様のご来館を心よりお待ちしています。
なお、各施設では感染予防対策を行い営業していますので、ご来館の際はマスクの着用、
検温、手指消毒、来館者名簿への記入に、引き続きご協力をお願いいたします。

● 西 条 温 泉「とくら」　TEL 66-2114
● 差切峡温泉「坂北荘」　TEL 66-2223
● 草 湯 温 泉「冠着荘」　TEL 67-2216

■ 草湯温泉「冠着荘」指定管理者の指定について
冠着荘は村が運営をしてきましたが、村民の福利厚生の継続と施設の更なる有効活用
を図るため、運営を指定管理者へ委託することにしました。現在の営業内容は継続され
るとともに、指定管理者による特色ある事業展開が期待されます。
指定管理者と村、また地域の皆様と連携し、施設がより良いものになるよう努めて参
りますのでご理解をお願いいたします。

指定管理者：学校法人光和学園（長野市三輪）
指 定 期 間：本年 4月 1日から令和７年３月３１日までの３年間

お問い合わせ先　観光課  TEL 66-2111

こう わ

新型コロナウイルスワクチン追加接種について

●接種について
●接種場所、日程、予約方法等は、後日配布される案内通知にてお知らせします。
●接種は 1人１回の実施です。
●村外に入院中、入所中の方等については、入院医療機関・入所施設等にお問い合わせください。
●前回の接種で、強い体調不良があり不安を感じている方は、主治医にご相談ください。
※県の接種会場は、2 月上旬から高齢者の追加接種が実施されます。村の日程よりも早期
に接種を希望される方は、県のホームページをご確認ください。

●接種予約について
●65 歳以上の方
　令和３年 6 月までに 2 回目の接種をされた方には、最寄りの会場（多目的ホール・坂北福祉
センター・筑北村公民館）と、日時を指定して通知をいたします。変更希望や接種を受けな
い方のみ、村のコールセンターへお電話ください。
　令和３年 7 月以後に 2 回目の接種をされた方は、送付される通知を確認して、予約をしてく
ださい。
●64 歳以下の方
　パソコン・スマートフォンからのWEB予約とコールセンターでの予約の対応を行います。
※案内通知等は、順次お送りします。

●使用ワクチンについて
●追加接種は、ファイザー社ワクチンと武田モデルナ社ワクチンを使用予定です。
　接種日に確保できているどちらかのワクチンを使用する予定ですので、ご理解下さいますよ
う、よろしくお願いします。

●その他
●持物（接種券、本人確認書類〔運転免許証、被保険者証等〕、予診票）などの詳細は、後日配
布される案内通知にてお知らせします。
●ワクチン接種を希望されても、医師の問診で受けられない場合もあります。

新型コロナウイルスワクチンの追加接種を、2 回目接種終了された 18 歳以上の方を対
象に、接種後 8か月～ 10か月（2月中旬から）をめどに実施予定です。
（ワクチンの入荷数量等により、接種時期に変更が生じる場合もあります。）
接種費用は無料で、下記によりワクチン接種を行います。
希望される方は、後日配布される案内通知をご確認いただき、予約等をお願いします。

※案内通知等は、2回目接種完了の時期に応じて、村から発送されます。
　（65歳以上の方：１月上旬を目安に順次、64歳以下の方：2月下旬から順次発送予定）
　９か月を過ぎても通知が届かない場合には、住民福祉課へお問い合わせください。

お問い合わせ先　住民福祉課 保健福祉係　TEL 66-2111
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●接種について
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　パソコン・スマートフォンからのWEB予約とコールセンターでの予約の対応を行います。
※案内通知等は、順次お送りします。

●使用ワクチンについて
●追加接種は、ファイザー社ワクチンと武田モデルナ社ワクチンを使用予定です。
　接種日に確保できているどちらかのワクチンを使用する予定ですので、ご理解下さいますよ
う、よろしくお願いします。

●その他
●持物（接種券、本人確認書類〔運転免許証、被保険者証等〕、予診票）などの詳細は、後日配
布される案内通知にてお知らせします。
●ワクチン接種を希望されても、医師の問診で受けられない場合もあります。

新型コロナウイルスワクチンの追加接種を、2 回目接種終了された 18 歳以上の方を対
象に、接種後 8か月～ 10か月（2月中旬から）をめどに実施予定です。
（ワクチンの入荷数量等により、接種時期に変更が生じる場合もあります。）
接種費用は無料で、下記によりワクチン接種を行います。
希望される方は、後日配布される案内通知をご確認いただき、予約等をお願いします。

※案内通知等は、2回目接種完了の時期に応じて、村から発送されます。
　（65歳以上の方：１月上旬を目安に順次、64歳以下の方：2月下旬から順次発送予定）
　９か月を過ぎても通知が届かない場合には、住民福祉課へお問い合わせください。

お問い合わせ先　住民福祉課 保健福祉係　TEL 66-2111
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惑
を
お
か
け
し
大
変
申
し
訳
ご
ざ
い

ま
せ
ん
で
し
た
。

さ
て
、
本
年
度
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
に
対
し
補
助
が
出
る
接
種
期

間
は
令
和
４
年
１
月
31
日
（
月
）
ま
で

で
す
。
ま
だ
接
種
を
さ
れ
て
い
な
い
方

で
希
望
の
方
は
、
か
か
り
つ
け
医
、
も

し
く
は
近
く
の
医
院
に
相
談
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

ま
た
、
村
外
の
医
療
機
関
で
子
ど
も

の
予
防
接
種
を
受
け
た
方
は
、
役
場
ま

た
は
お
近
く
の
支
所
で
補
助
の
申
請
を

し
て
く
だ
さ
い
。
受
け
付
け
期
間
は
令

和
４
年
３
月
31
日
（
木
）
ま
で
で
す
。

本
年
度
も
た
く
さ
ん
の
方
に
が
ん
検

診
を
受
診
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
が
ん
は
早

期
発
見
が
と
て
も
重
要
で
あ
り
、
ど
れ

だ
け
早
く
に
治
療
が
開
始
で
き
る
か
に

よ
っ
て
予
後
が
大
き
く
左
右
さ
れ
ま
す
。

年
に
１
回
は
が
ん
検
診
を
受
診
し
、
早

期
発
見
・
早
期
治
療
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

村
の
集
団
検
診
は
終
了
し
て
し
ま
い

ま
し
た
が
村
指
定
（
松
本
市
・
安
曇
野

市
）
の
医
療
機
関
で
子
宮
頸
が
ん
と
乳

房
（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
）
は
施
設
検
診

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
対

象
者
は
ど
ち
ら
も
昨
年
度
受
診
さ
れ
て

い
な
い
方
で
、
子
宮
頸
が
ん
検
診
は
20

歳
以
上
の
方
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
診

は
40
歳
以
上
の
方
と
な
っ
て
い
ま
す
。

村
指
定
の
医
療
機
関
に
直
接
申
し
込
み

い
た
だ
き
、
役
場
ま
た
は
お
近
く
の
支

所
ま
で
予
診
票
を
取
り
に
き
て
く
だ
さ

い
。
村
指
定
の
医
療
機
関
が
分
か
ら
な

い
場
合
は
役
場
住
民
福
祉
課
、
電
話
66

―
２
１
１
１
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

お問い合わせ先　住民福祉課保健福祉係  TEL 66-2111

特定健診は、生活習慣病の発症や重症化を予防することを目的として40 歳～
74 歳のすべての方を対象に年１回行われています。毎年受けることで、健康状態
の変化がわかるので、今年度まだ健診を受けていない方は、ぜひ受けましょう。

村の国保加入者の皆様へ
① 人間ドックの方は、健診料補助申請と合わせて検査結果を提出してください。
② 個別健診は、筑北村・麻績村の３医院でご都合の良い日を予約し受けてください。
 個別健診は今年度中（３月末まで）に受けましょう。
③ ３医院以外の医療機関で健診を希望される方は、役場までご連絡ください。
④ 定期受診をしていて医療機関で血液検査されている方は、健診を受けたとみなせる
 場合がありますので、保健師までご連絡ください。

村の国保以外の被扶養者（ご家族）の皆様へ
　加入している医療保険者から健診の指示に従い、人間ドック
または指定の医療機関がある場合はそちらで受けてください。

75 歳以上の後期高齢者保険の皆様へ
　人間ドックを受けましょう。健診料補助申請と合わせて検査結果を提出してください。
また、医療機関で定期的に通院している方は、年に 1 回は血液検査をしましょう。

年に１度の健診は受けましたか？

高
齢
者
・
子
ど
も
の

高
齢
者
・
子
ど
も
の

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
の
補
助
に

予
防
接
種
の
補
助
に

つ
い
て
の
お
知
ら
せ

つ
い
て
の
お
知
ら
せ

令
和
三
年
度

令
和
三
年
度

子
宮
頸
が
ん
・

子
宮
頸
が
ん
・

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
施
設

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
施
設

検
診
の
お
知
ら
せ

検
診
の
お
知
ら
せ
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●
企
画
財
政
課
の
協
力
隊
よ
り
●

「
協
力
隊
任
期
修
了
ま
で
あ
と
3
ヶ
月
」

早
い
も
の
で
筑
北
村
の
協
力
隊
に

な
っ
て
、
3
年
目
。
任
期
修
了
ま
で
残

り
3
ヶ
月
と
な
り
ま
し
た
。
任
期
後

は
、
農
業
と
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
サ
ロ

ン
の
2
本
柱
で
や
っ
て
い
き
ま
す
。
任

期
後
の
住
ま
い
も
新
た
に
探
す
こ
と
と

な
り
、「
住
む
場
所
が
見
つ
か
ら
な
か
っ

た
ら
村
外
に
賃
貸
を
借
り
て
、
坂
北
の

田
ん
ぼ
ま
で
通
う
し
か
な
い
か
な
…
」

と
、
色
々
考
え
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な

中
、
空
き
家
が
見
つ
か
り
、
全
く
面
識

の
な
か
っ
た
所
有
者
さ
ん
に
お
声
掛
け

し
て
、
お
家
を
購
入
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
の
ご
縁
は
、
本
当
に
感
謝

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

「
筑
北
村
に
は
何
に
も
な
い
」
と
い

う
方
は
多
い
の
で
す
が
、
東
京
に
な
い

も
の
が
筑
北
村
に
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
こ
う
い
っ
た
出
会
い
や
ご

縁
、
人
間
ら
し
い
人
と
人
の
つ
な
が
り

の
豊
か
さ
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
私
は
私

の
で
き
る
こ
と
で
、
人
の
和
を
つ
な
げ

て
い
き
た
い
で
す
。

（
農
業
に
は
必
要
不
可
欠
な
軽
ト
ラ

も
ご
縁
が
あ
り
、
格
安
価
格
で
譲
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
！
）

 

大
嶽　

美
和
子

「
移
住
と
空
き
家
」

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
！　

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
！

筑
北
村
に
来
て
人
生
で
初
め
て
ス

タ
ッ
ド
レ
ス
に
履
き
替
え
た
り
、
暖
房

器
具
を
そ
ろ
え
た
り
と
冬
支
度
が
お
わ

り
、
内
側
か
ら
温
め
る
た
め
鍋
を
し
て

み
た
り
、
温
か
い
飲
み
物
を
飲
ん
で
み

た
り
と
芯
か
ら
冷
え
る
厳
し
い
寒
さ
に

地
域
お
こ
し
協
力
隊

地
域
お
こ
し
協
力
隊

��

活
動
報
告

活
動
報
告

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

��

職
員
を
募
集
し
ま
す

職
員
を
募
集
し
ま
す

■�

令
和
４
年
度
に
採
用
す
る�

施
設
採
用
職
員
（
会
計
年
度
任
用
職
員
）

　

�

い
ず
れ
も
普
通
自
動
車
免
許
が
あ
り
、

各
職
種
に
必
要
な
資
格
を
有
す
る
人

〇
看
護
職
員
（
２
名
）

　

�

看
護
師
資
格
又
は
准
看
護
師
資
格
を
有

す
る
人

〇
生
活
相
談
員
（
３
名
）

　

�

次
の
い
ず
れ
か
の
資
格
を
有
す
る
人

　
・�

社
会
福
祉
士
資
格
又
は
受
験
資
格
を

有
す
る
人

　
・�

精
神
保
健
福
祉
士
資
格
又
は
受
験
資

格
を
有
す
る
人

　
・
社
会
福
祉
主
事
任
用
資
格

　
・
介
護
支
援
専
門
員
資
格

〇
介
護
職
員
（
20
名
）

　
次
の
い
ず
れ
か
の
要
件
に
該
当
す
る
人

　
・�

介
護
福
祉
士
の
有
資
格
者
又
は
介
護

福
祉
士
受
験
資
格
を
有
す
る
人

　
・�

社
会
福
祉
士
資
格
又
は
社
会
福
祉
士

受
験
資
格
を
有
す
る
人

　
・�

介
護
職
員
初
任
者
研
修
又
は
ヘ
ル

パ
ー
２
級
以
上
の
有
資
格
者

※�

各
資
格
は
、
令
和
４
年
３
月
末
ま
で

に
取
得
見
込
み
の
も
の
を
含
み
ま

す
。

※�

学
生
は
、
令
和
４
年
３
月
末
ま
で
に

卒
業
見
込
み
の
人
に
限
り
ま
す
。

■
申
込
期
間

　
１
月
11
日
（
火
）
か
ら
２
月
25
日
（
金
）�

　
平
日
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

■
申
込
方
法
等

　

�

組
合
各
施
設
お
よ
び
事
務
局
（
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
桔
梗
荘
内
）
お
よ
び
組

合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
申
込
書
に
記

入
の
上
、
本
人
が
直
接
事
務
局
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

■
勤
務
場
所

　
�

東
筑
摩
郡
（
麻
績
村
・
山
形
村
）、
塩

尻
市
、
松
本
市
、
木
曽
郡
に
あ
る
い
ず

れ
か
の
組
合
施
設
の
う
ち
希
望
す
る
施

設
■
選
考
方
法
等

　

�

勤
務
を
希
望
す
る
施
設
に
お
い
て
面
接

を
随
時
実
施

■
受
験
資
格
や
申
し
込
み
方
法
等

　

�

詳
細
は
、
直
接
問
い
合
わ
せ
る
か
、�

組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ�

（U
RL��https://aoihato.com

/

）�

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
松
塩
筑
木
曽
老
人
福
祉
施
設
組
合
事
務
局�

　
電
話　
53
―
５
０
０
０
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と
い
う
方
に
朗
報
で
す
!　

坂
井
い
ち

ご
園
は
常
に
18
℃
前
後
の
室
温
で
運
営

し
て
お
り
ま
す
!!　

暖
か
い
ハ
ウ
ス
の

中
で
甘
い
い
ち
ご
を
食
べ
な
が
ら
、
ご

家
族
や
パ
ー
ト
ナ
ー
の
方
と
素
敵
な
思

い
出
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？？　

完
全

予
約
制
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご

予
約
は
お
早
め
に
！

私
も
い
ち
ご
狩
り
デ
ー
ト
を
し
た
い

な
と
枕
を
濡
ら
し
、
唇
を
噛
み
し
め
る

「
筑
北
の
冬
」。

 

小
山　

渡

「
実
り
の
冬
」

み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
坂
井
い

ち
ご
園
の
冨
田
で
す
。
今
年
も
何
卒
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
筑
北
村

に
移
住
し
て
き
て
約
一
年
が
経
ち
ま
し

た
。
山
々
の
移
り
行
く
景
色
は
綺
麗
且

つ
美
し
く
本
当
に
『
山
』
を
感
じ
ま
す

（
笑
）。
こ
の
村
で
四
季
を
感
じ
な
が
ら

過
ご
す
の
は
素
晴
ら
し
い
事
だ
な
ぁ
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
本
格
的
な
冬
を

迎
え
る
に
あ
た
っ
て
家
の
中
が
寒
す
ぎ

た
と
い
う
去
年
の
反
省
を
活
か
し
、
私

の
家
で
は
ス
ト
ー
ブ
を
一
台
増
や
し
ま

し
た
。
そ
の
結
果
去
年
よ
り
は
暖
か
く

て
快
適
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。
石
油
ス

ト
ー
ブ
を
譲
っ
て
い
た
だ
い
た
方
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

震
え
て
い
る
佐
野
で
す
。

さ
て
、
私
は
移
住
促
進
を
担
当
し
て

い
る
の
で
、
い
く
つ
か
移
住
相
談
の
セ

ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
そ
こ

で
は
筑
北
村
を
知
ら
な
い
方
が
多
い
た

め
ア
ク
セ
ス
が
良
い
け
ど
自
然
豊
か
な

里
山
で
暮
ら
せ
ま
す
と
伝
え
る
と
と
て

も
い
い
反
応
を
い
た
だ
け
ま
す
。「
じ
ゃ

あ
住
ん
で
み
た
い
！
」
と
住
居
の
話
に

な
る
の
で
す
が
空
き
家
バ
ン
ク
な
ど
村

に
あ
る
物
件
が
少
な
い
た
め
案
内
が
で

き
ず
歯
が
ゆ
い
思
い
を
し
て
い
ま
す
。

移
住
相
談
と
共
に
空
き
家
の
相
談
も
増

や
す
こ
と
で
、
住
む
家
が
無
く
て
移
住

が
で
き
な
い
と
い
う
現
状
を
変
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

佐
野　

航
太

●
産
業
課
の
協
力
隊
よ
り
●

「
筑
北
の
冬
と
い
え
ば
？
」

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
今
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
産
業
課
協
力
隊
の
小
山

渡
で
す
。
つ
い
に
私
も
筑
北
村
に
移
住

し
て
き
て
2
回
目
の
冬
が
来
ま
し
た
。

昨
年
の
冬
の
印
象
は
、
と
に
か
く
寒
く

て
日
が
当
た
ら
な
い
！
と
い
う
感
じ
で

し
た
。
今
年
も
そ
う
な
の
だ
ろ
う
な
と

思
い
な
が
ら
、
炬
燵
に
潜
り
な
が
ら
灯

油
の
明
細
書
と
に
ら
め
っ
こ
し
て
お
り

ま
す
（
笑
）

さ
て
、
冬
と
い
え
ば
寒
く
て
外
に
出

た
く
な
い
…
お
出
か
け
は
ち
ょ
っ
と
…

さ
て
、
い
ち
ご
園
の
方
で
は
11
月
末

に
今
シ
ー
ズ
ン
最
初
の
い
ち
ご
が
取
れ

始
め
ま
し
た
。
最
初
の
い
ち
ご
と
い
う

こ
と
で
形
は
不
揃
い
で
し
た
が
味
は
甘

く
お
い
し
か
っ
た
で
す
。
こ
れ
か
ら
本

格
的
な
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
る
の
で
出
荷

と
い
ち
ご
狩
り
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

二
刀
流
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
い
き
ま

す
！み

な
さ
ん
に
と
っ
て
今
年
も
素
敵
な

一
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。

 

冨
田　

陽
介

「
筑
北
村
産
『
鹿
の
肉
そ
ば
』」

11
月
の
あ
る
日
、
松
本
市
で
音
楽
イ

ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、「
田
舎
の
そ
ば

屋
」
と
し
て
出
店
し
て
き
ま
し
た
。
例

年
は
「
ア
ジ
ア
ン
ヌ
ー
ド
ル
屋
」「
タ

イ
風
焼
そ
ば
屋
」「
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
屋
」

「
Ｂ
Ｂ
Ｑ
屋
」
等
い
ろ
い
ろ
と
業
態
を

変
え
て
出
店
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
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ま
っ
て
い
る
の
が
違
い
の
ひ
と
つ
で
す
。

ピ
ラ
テ
ィ
ス
は
「
全
身
」
の
概
念
を

大
切
に
し
、
骨
や
関
節
に
フ
ォ
ー
カ
ス

し
て
体
を
動
か
し
て
い
き
ま
す
。
続
け

る
と
筋
力
Ｕ
Ｐ
や
体
幹
の
安
定
に
繋
が

り
、
身
体
の
機
能
回
復
が
期
待
さ
れ
ま

す
。ピ

ラ
テ
ィ
ス
を
始
め
て
10
年
ち
ょ
っ

と
。
資
格
取
得
の
た
め
養
成
コ
ー
ス
を

受
け
始
め
て
か
ら
は
、
以
前
よ
り
エ
ク

サ
サ
イ
ズ
の
理
解
が
深
ま
り
、
体
の
変

化
を
感
じ
る
の
が
早
く
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
指
導
練
習
に
お
付
き
合
い
い
た

だ
い
て
い
る
方
に
感
想
を
聞
き
、
変
化

は
「
田
舎
の
そ
ば
屋
」
さ
ん
。

い
ま
協
力
隊
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

る
事
業
を
生
か
し
た
い
と
思
い
、
筑
北

村
産
の
ジ
ビ
エ
肉
と
し
て
認
証
を
得
た

「
ジ
ビ
エ
（
鹿
肉
）」
と
「
そ
ば
」
を
融

合
さ
せ
て
み
よ
う
と
レ
シ
ピ
開
発
か
ら

行
い
ま
し
た
。

『
筑
北
村
産　

鹿
の
肉
そ
ば
』
は
飛

ぶ
よ
う
に
売
れ
、
予
定
数
の
１
０
０
食

は
最
終
日
を
待
た
ず
に
完
売
す
る
と
い

う
爆
発
的
な
ヒ
ッ
ト
を
記
録
し
ま
し

た
！　

極
薄
切
り
カ
ッ
ト
の
鹿
肉
ロ
ー

ス
を
、
し
ぐ
れ
煮
の
イ
メ
ー
ジ
で
煮
付

け
て
、
温
か
い
そ
ば
の
上
に
ト
ッ
ピ
ン

グ
。
食
感
の
ア
ク
セ
ン
ト
に
山
菜
と
生

姜
を
入
れ
て
提
供
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

か
な
り
実
験
的
な
メ
ニ
ュ
ー
の
つ
も

り
で
し
た
が
、
県
外
の
お
客
様
に
も
大

変
好
評
い
た
だ
き
、「
筑
北
村
産
」
の

商
品
を
売
れ
た
こ
と
の
喜
び
と
嬉
し
い

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
今
後
は
、

ジ
ビ
エ
や
そ
ば
に
限
ら
ず
、
喜
ん
で
い

た
だ
け
る
可
能
性
の
あ
る
も
の
を
掘
り

起
こ
し
て
、
商
品
開
発
に
も
力
を
入
れ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

村
民
の
皆
さ
ん
に
も
、
食
べ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
な
機
会
を
模
索
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
そ
の
時
は
ぜ
ひ
召
し
上

が
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

（ 

ご
報
告
：
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
を
万
全

に
参
加
し
、
参
加
後
の
抗
体
検
査
も

陰
性
で
し
た
。）

 

関
森　

康
男

●
観
光
課
の
協
力
隊
よ
り
●

「
ピ
ラ
テ
ィ
ス
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
へ
の
道
」

皆
さ
ん
は
ピ
ラ
テ
ィ
ス
を
ご
存
知
で

す
か
？　

ピ
ラ
テ
ィ
ス
は
エ
ク
サ
サ
イ

ズ
の
ひ
と
つ
で
す
。
よ
く
ヨ
ガ
と
混
同

さ
れ
ま
す
が
、
ヨ
ガ
は
修
行
か
ら
始
ま

り
、
ピ
ラ
テ
ィ
ス
は
リ
ハ
ビ
リ
か
ら
始

を
目
の
当
た
り
に
す
る
と
、
ピ
ラ
テ
ィ

ス
は
体
に
と
っ
て
い
い
ツ
ー
ル
だ
と
改

め
て
感
じ
ま
す
。

無
事
資
格
試
験
も
パ
ス
し
、
後
は
課

題
を
提
出
す
る
の
み
と
な
り
ま
し
た
。

協
力
隊
の
任
期
が
終
わ
っ
た
後
は
、
ピ

ラ
テ
ィ
ス
が
で
き
る
場
を
作
り
た
い
、

と
思
っ
て
い
ま
す
。
体
験
会
も
や
っ
て

い
こ
う
と
思
う
の
で
、
ご
興
味
が
あ
る

方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
!!

 

高
越　

美
知
子

●
生
涯
学
習
係
の
協
力
隊
よ
り
●

「
運
動
不
足
解
消
」

寒
く
な
り
、
朝
起
き
る
の
が
辛
い
季

節
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
気
温
低
下
と

共
に
炬
燵
や
家
に
こ
も
り
が
ち
な
こ
の

季
節
、
そ
ん
な
時
こ
そ
運
動
不
足
に
な

り
が
ち
で
す
。
運
動
不
足
に
よ
っ
て
起

こ
る
体
へ
の
影
響
は
多
く
あ
り
ま
す
。

ま
ず
「
肥
満
」
の
原
因
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
そ
し
て
肥
満
に
な
る
と
い
う

事
は
「
生
活
習
慣
病
」
に
か
か
り
や
す

く
な
り
ま
す
。
代
表
的
な
も
の
は
、
悪

性
新
生
物
（
が
ん
）、
心
臓
病
、
脳
卒
中
。

こ
れ
ら
は
運
動
不
足
も
原
因
の
一
つ
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
老
若
男
女
問
わ
ず
今

か
ら
運
動
を
す
る
こ
と
で
確
実
に
防
ぐ

こ
と
が
で
き
ま
す
。
更
に
、
精
神
疾
患
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の
リ
ス
ク
も
運
動
を
す
る
こ
と
で
か
な

り
低
下
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
運

動
後
の
爽
快
感
を
思
い
出
し
て
み
て
く

だ
さ
い
…
…
。 

運
動
に
は
様
々
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

と
い
う
事
が
わ
か
っ
て
い
た
だ
け
た
と

思
い
ま
す
！　

1
日
30
分
で
も
1
か
月

継
続
す
れ
ば
９
０
０
分
。
継
続
は
力
な

り
。
み
な
さ
ん
運
動
を
し
ま
し
ょ
う
。

私
も
み
な
さ
ん
が
運
動
を
す
る
機
会
を

提
供
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
！

 

黒
岩　
　

卓

　長野県内の事業場で働く全ての労働者に適用される「長野県最低賃金」が、令和 3 年 10 月 1 日
から時間額 877 円に改正されます。この機会に、ご確認ください。
　なお、対象となる賃金は、通常の労働時間・労働日に対応する賃金で、臨時に支払われる賃金、
精皆勤手当、通勤手当及び家族手当などは含まれません。
　また、中小企業・小規模事業者等に対する賃金の引き上げの環境整備、雇用の維持を図るため
の支援策を実施しています。ご活用ください。

　最低賃金制度は、最低賃金法に基づき、使用者は、その金額以上の賃金を労働者に支払わなけ
ればならないとされている制度です。
　今般、長野県地域最低賃金の改正に続いて、長野県内の特定の産業で働く労働者に適用される

「特定（産業別）最低賃金」が以下のとおり改正されました。
　なお、適用業種等の詳細については、長野労働局ホームページでご確認ください。

【お問い合わせ先】
長野労働局労働基準部賃金室（TEL 026-223-0555）
または最寄りの労働基準監督署へ　

☞ 

長野県最低賃金のお知らせ長野県最低賃金のお知らせ

【お問い合わせ先】
　「最低賃金」については、長野労働局労働基準部賃金室（TEL 026-223-0555）
　または最寄りの労働基準監督署へ

【助成金に関するお問い合わせ先】
　　業務改善助成金 長野労働局雇用環境・均等室（TEL 026-223-0560）
　　キャリアアップ助成金 長野労働局　職業対策課（TEL 026-226-0866）

長野県 特定（産業別）最低賃金のお知らせ長野県 特定（産業別）最低賃金のお知らせ

【対象業種】　　　　　　　　【時間額（令和2年改定額）】　　【発効年月日】
　計量器・測定器等製造業　　916 円（894 円）　　　令和 3 年 12 月 29 日　
　はん用機械器具等製造業　　927 円（905 円）　　　令和 3 年 12 月 16 日　　
　各種商品小売業　　　　　　879 円（857 円）　　　令和 3 年 12 月 31 日
※長野県地域最低賃金　　　　877 円（849 円）　　　令和 3 年 10 月　1 日
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事前予約もできますので、行政書士会松本支部へご連絡ください。

長野県行政書士会松本支部　℡ 87-3798

●相 談 日：令和 4年 2月 12日（土）　午前 10時から午後 3時
●相談会場：筑北村役場
●相談内容：遺言・相続に関して　　ビジネスをサポートする各種申請
　　　　　　日常の困りごとのお手伝い　等

行政書士による無料相談会が次のとおり行われます。

ト
リ
ー
（
実
験
室
）」
と
な
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
２
０
２
１
年
度
の

第
Ⅱ
期
展
覧
会
で
は
、
西
村
陽
平
を
紹

介
し
ま
す
。

会
期�

　

２
０
２
２（
令
和
４
）年 

　

1
月
15
日（
土
）～
4
月
19
日（
火
）

会
場

　

長
野
県
立
美
術
館 

　

本
館
２
Ｆ 

ア
ー
ト
ラ
ボ

開
館
時
間

　

9
時
～
17
時

休
館
日

　

毎
週
水
曜
日（
祝
日
は
開
館
、翌
日
休
館
）

観
覧
料

　

無
料

※�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

の
た
め
、
当
日
整
理
券
制
に
て
ご
鑑

賞
い
た
だ
け
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

長
野
県
立
美
術
館

�

℡
０
２
６
―
２
３
２
―
０
０
５
２

１
月
１
日
～
２
月
28
日
「
は
た
ち
の

献
血
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
ま
す
。

血
液
は
、
人
工
的
に
造
る
こ
と
が
で

き
ず
、
長
い
間
保
存
す
る
こ
と
も
で
き

ま
せ
ん
。
病
気
や
ケ
ガ
で
血
液
が
必
要

な
患
者
さ
ん
に
血
液
を
届
け
る
た
め
に
、

み
な
さ
ん
か
ら
の
献
血
に
よ
る
血
液
が

必
要
で
す
。
献
血
バ
ス
、
県
内
３
カ
所

（
長
野
・
松
本
・
諏
訪
〈
３
月
末
ま
で
〉）

の
献
血
ル
ー
ム
で
献
血
が
で
き
ま
す
。

新
た
に
成
人
に
な
ら
れ
た
み
な
さ
ん
、

若
い
世
代
の
み
な
さ
ん
、
献
血
に
御
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

長
野
県
健
康
福
祉
部
薬
事
管
理
課　

�

℡
０
２
６
―
２
３
５
―
７
１
５
７

https://w
w
w
.pref.nagano.lg.jp/

yakuji/kenko/iryo/iyakuhin/
kenketsu.htm

l

「
は
た
ち
の
献
血
」キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

「
は
た
ち
の
献
血
」キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

県
内
の
図
書
館
が
所
蔵
し
て
い
る
本

を
検
索
で
き
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
信
州

ブ
ッ
ク
サ
ー
チ
」
を
ご
存
知
で
す
か
？

本
の
タ
イ
ト
ル
や
キ
ー
ワ
ー
ド
を
入

力
す
る
だ
け
で
、
読
み
た
い
本
が
ど
こ

の
図
書
館
に
あ
る
か
が
わ
か
り
ま
す
。

あ
な
た
の
「
知
り
た
い
！
」「
読
み

た
い
！
」
を
応
援
す
る
「
信
州
ブ
ッ
ク

サ
ー
チ
」
を
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
わ
せ
先
】

　

文
化
財
・
生
涯
学
習
課

�

℡
０
２
６
―
２
３
５
―
７
４
３
９

長
野
県
立
美
術
館
本
館
2
階
の

「
ア
ー
ト
ラ
ボ
」
は
、
視
覚
以
外
の
感

覚
も
使
っ
た
鑑
賞
が
可
能
な
「
ラ
ボ
ラ

信
州
の
図
書
館
は
つ
な
が
っ
て
い
ま
す

信
州
の
図
書
館
は
つ
な
が
っ
て
い
ま
す

「
信
州
ブ
ッ
ク
サ
ー
チ
」の
ご
案
内

「
信
州
ブ
ッ
ク
サ
ー
チ
」の
ご
案
内

ア
ー
ト
ラ
ボ
２
０
２
１

ア
ー
ト
ラ
ボ
２
０
２
１��

第
Ⅱ
期

第
Ⅱ
期

西
村
陽
平
展

西
村
陽
平
展��

彫
刻
を
見
る
と
き
、

彫
刻
を
見
る
と
き
、

��

耳
を
澄
ま
す

耳
を
澄
ま
す

長
野
県
か
ら
の
お
知
ら
せ

長
野
県
か
ら
の
お
知
ら
せ
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筑
北
村

第
27
号

農
業
委
員
会

　
　
　だ
よ
り

令
和
４
年
１
月
20
日
発
行

編集　筑北村農業委員会
〒399-7501 
長野県東筑摩郡筑北村西条4195番地
電話 0263-66-2111
FAX 0263-66-3370
ホームページ
http://www.vill.chikuhoku.lg.jp

　昨年度、故障のため、もち加工や味噌加工につきましてご不便をお掛けし
ました坂北農産物加工施設の圧力煮炊釜を更新しました。
　坂北の施設については、作業に指導員が付きますので、初めての方でも安
心して加工が行えますので、この機会に加工施設を利用してもち作りや味噌
づくりに挑戦してみてはいかがでしょうか。

坂北農産物加工施設の圧力煮炊釜が
新しくなりました

森林体験交流センターの
指定管理者公募結果について

令和 3年 10 月 12 日から 29 日まで指定管理者を募集しましたが、
応募はありませんでした。今後の方針が決定次第お知らせいたします。

詳しくは、産業課（66-2111）までお問い合わせください。

更新された煮炊釜
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筑
北
村

第
27
号

農
業
委
員
会

　
　
　だ
よ
り

令
和
４
年
１
月
20
日
発
行

編集　筑北村農業委員会
〒399-7501 
長野県東筑摩郡筑北村西条4195番地
電話 0263-66-2111
FAX 0263-66-3370
ホームページ
http://www.vill.chikuhoku.lg.jp

謹
ん
で
新
年
の
お
喜
び
を
申
し
上

げ
ま
す
。

昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
で
明
け
、
暮

れ
た
年
で
し
た
。
夏
に
は
県
下
で
医

療
非
常
事
態
宣
言
発
令
に
ま
で
至
り

ま
し
た
が
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

か
つ
て
無
い
厳
し
い
環
境
下
で
の

開
催
と
な
り
苦
渋
の
決
断
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
が
多
く
の
感
動
を
頂
き
ま

し
た
。

県
下
で
は
春
に
凍
霜
害
で
果
実
を

主
体
に
約
20
億
円
、
８
月
の
大
雨
で

は
約
３
億
５
千
万
円
の
被
害
を
受
け

ま
し
た
。
年
末
に
は
米
国
で
大
型
竜

巻
が
発
生
等
自
然
の
猛
威
を
毎
年
受

け
て
い
る
昨
今
で
あ
り
ま
す
。
農
地

の
管
理
は
こ
う
し
た
自
然
界
又
生
活

の
環
境
整
備
に
も
繋
が
る
一
面
も
有

る
と
思
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
の
影
響
も
有
り
ま
す
が
今

年
度
も
食
用
米
の
需
要
量
が
減
り
在

庫
米
が
ま
だ
増
え
る
模
様
。
し
か

し
日
本
の
食
料
自
給
率
は
カ
ロ
リ
―

ベ
ー
ス
で
は
ま
だ
37
％
。
転
作
も
必

要
で
す
し
農
地
は
不
足
し
て
い
る
と

い
う
事
で
す
。

村
内
で
は
毎
年
高
齢
化
が
進
み
耕

作
主
を
失
っ
た
農
地
が
増
加
し
て
お

り
ま
す
。
幸
い
に
も
当
村
で
は
複
数

の
法
人
、
団
体
等
に
担
っ
て
頂
い
て

お
り
ま
す
が
、
か
つ
て
圃
場
整
備
さ

れ
た
農
地
が
荒
廃
地
化
し
て
い
る
の

を
散
見
し
ま
す
。
荒
廃
地
と
な
っ
て

し
ま
う
前
に
ぜ
ひ
農
業
委
員
会
に
相

談
を
し
て
下
さ
い
。

自
分
で
農
地
の
管
理
が
出
来
な
く

な
っ
た
場
合
貸
借
等
の
対
応
が
必
要

に
な
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
際
耕
作
者

と
の
契
約
が
必
要
と
な
り
、
相
続
の

登
記
が
出
来
て
い
な
い
と
手
続
き
に

支
障
を
き
た
し
ま
す
の
で
早
め
の
処

置
が
必
要
で
す
。

我
々
委
員
一
同　

努
力
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
健
康
に

留
意
し
、
よ
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う

ご
祈
念
申
し
上
げ
新
年
の
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

新
年
の
ご
挨
拶�
農
業
委
員
会
長
　
一
之
瀬�

知
卓

詳しくは、地区の農業委員、または農業委員会事務局へ

農業者年金に加入しましょう！！農業者年金に加入しましょう！！
★メリット１　農地を持たない農業者や家族農業従事者も加入できます
★メリット２　積み立て方式で安定した財政運営を行います
★メリット３　保険料の額は自由に決められます
★メリット４　80歳までの保証が付いた終身年金です
★メリット５　公的年金ならではの税制上の優遇措置があります
★メリット６　農業の担い手には、国庫補助の政策支援があります

★メリット１　農地を持たない農業者や家族農業従事者も加入できます
★メリット２　積み立て方式で安定した財政運営を行います
★メリット３　保険料の額は自由に決められます
★メリット４　80歳までの保証が付いた終身年金です
★メリット５　公的年金ならではの税制上の優遇措置があります
★メリット６　農業の担い手には、国庫補助の政策支援があります

新しい農業者年金制度は
安心して頼れる魅力ある制度です。
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編集　筑北村議会だより編集委員
〒399-7501
長野県東筑摩郡筑北村西条 4195 番地
電話 0263-66-2111
FAX 0263-66-3370

今回の内容
●議長就任のご挨拶
●第 4回臨時会
●12月定例会

筑
北
村第

97
号

議
会
だ
よ
り

令
和
４
年
１
月
20
日
発
行

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
令
和
４
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、

議
会
を
代
表
し
、
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ

ま
す
。

新
春
を
迎
え
、
村
民
の
皆
様
の
よ
り

一
層
の
ご
多
幸
と
、
ご
健
勝
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
日
頃
よ
り

議
会
に
対
し
ま
し
て
、
多
く
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と

に
、
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
10
月
に
は
、
筑
北
村
長
・
村
議

会
議
員
一
般
選
挙
が
行
わ
れ
、
議
会
も

新
体
制
と
な
り
、
11
月
に
は
臨
時
議
会

が
開
か
れ
、
正
副
議
長
、
各
常
任
委
員

会
な
ど
の
構
成
が
決
ま
り
ま
し
た
。

私
は
、
議
長
に
指
名
推
選
さ
れ
、
重

責
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
議
会
運
営
と
と
も
に
議
会
改

革
に
も
議
論
を
重
ね
、
し
っ
か
り
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
つ

い
て
は
、
未
だ
に
収
束
の
見
通
し
が
つ

か
な
い
な
か
で
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
村

全
体
の
対
象
者
の
う
ち
、
90
％
を
超
え

る
方
に
接
種
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

新
た
な
変
異
株
が
発
見
さ
れ
、
先
行
き

不
透
明
で
あ
り
ま
す
が
、
議
会
と
し
ま

し
て
も
、
感
染
予
防
対
策
を
は
じ
め
、

各
事
業
に
お
け
る
課
題
解
決
に
取
り
組

み
ま
す
。

昨
年
は
（
仮
称
）
筑
北
ス
マ
ー
ト
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
開
通
に
向
け
順
調
に

工
事
が
進
み
、
国
道
４
０
３
号
の
付
け

替
え
道
路
が
完
成
し
、
引
き
続
き
本
線

側
へ
の
工
事
が
着
工
と
な
り
ま
し
た
。

整
備
効
果
に
多
く
の
期
待
が
膨
ら
み
ま

す
が
、
議
会
も
一
日
も
早
い
開
通
に
向

け
、
国
等
へ
の
要
望
活
動
を
実
施
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
又
、
議
会
で
議
論
を

重
ね
予
算
を
議
決
し
た
栃
平
の
新
水
源

の
試
掘
に
つ
い
て
も
２
本
の
井
戸
で
良

質
の
水
が
確
保
で
き
る
と
の
こ
と
で
、

村
内
で
の
安
定
し
た
水
道
水
の
供
給
に

活
か
さ
れ
る
と
期
待
し
ま
す
。

昨
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
各
種
行
事
、

大
会
な
ど
多
く
が
中
止
、
延
期
せ
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
ん
な
中
、
11

月
の
日
本
プ
ロ
野
球
ド
ラ
フ
ト
会
議
に

お
い
て
、
日
本
ウ
エ
ル
ネ
ス
長
野
高
等

学
校
硬
式
野
球
部
第
一
期
生
と
し
て
活

躍
し
た
、
速
水
将
大
選
手
が
千
葉
ロ
ッ

テ
マ
リ
ー
ン
ズ
に
育
成
枠
第
２
位
で
指

名
さ
れ
、
一
昨
年
の
赤
羽
選
手
に
続
き
、

二
人
目
の
プ
ロ
野
球
選
手
が
誕
生
し
ま

し
た
。
村
に
と
っ
て
も
、
明
る
い
話
題

と
希
望
に
な
り
ま
し
た
。
二
人
が
一
軍

に
定
着
し
、
対
戦
で
き
る
こ
と
を
期
待

し
、
村
民
の
皆
様
と
と
も
に
応
援
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

今
後
、
村
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
状
況
に
よ
り
、
財
政
的
な
負
担
が

懸
念
さ
れ
る
な
か
、
令
和
２
年
度
ま
で

健
全
財
政
が
維
持
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

議
会
も
自
主
財
源
の
確
保
に
向
け
て
の

提
言
を
は
じ
め
、
国
の
動
向
を
見
極
め

な
が
ら
、
健
全
財
政
を
維
持
、
継
続
で

き
る
よ
う
村
と
両
輪
と
な
り
、
村
づ
く

り
、
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

今
年
一
年
が
皆
様
に
と
っ
て
、
良
い

一
年
と
な
る
こ
と
を
お
祈
り
し
、
新
年

に
あ
た
っ
て
の
挨
拶
と
議
長
就
任
の
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

今
回
の
選
挙
で
念
願
だ
っ
た
女
性

議
員
が
増
え
ま
し
た
。
議
員
懇
談
会

で
女
性
議
員
を
増
や
す
た
め
の
活
動

が
実
っ
た
気
が
し
ま
す
。
更
な
る
増

女
性
も
活
躍
す
る

女
性
も
活
躍
す
る

��

村
づ
く
り

村
づ
く
り

副議長
鎌田 欣子

年
頭
及
び
議
長
就
任
に
あ
た
っ
て

�
筑
北
村
議
会
議
長
　
待
井�

安
登
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員
を
目
指
す
と
と
も
に
、
女
性
の
意

見
が
取
り
入
れ
ら
れ
る
た
め
の
活
動

を
通
し
て
村
の
発
展
の
た
め
に
尽
く

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

１
）�

女
性
議
員
の
更
な
る
活
躍
と
各

地
域
に
数
名
の
選
出
を
模
索
す

る
。

２
）
児
童
、
生
徒
の
通
学
路
の
整
備

３
）�

水
路
の
改
修
、
農
道
の
修
繕
を

促
進
す
る
。

４
）�

動
物
の
愛
護
活
動
。
保
護
猫
の

助
成
金
制
度
を
推
進
す
る�

。

筑
北
村
の
最
大
の
課
題
は
、
人
口

流
出
に
伴
う
人
口
減
少
と
高
齢
化
だ

と
思
い
ま
す
。
筑
北
村
の
人
の
流
れ

を
取
り
戻
す
事
が
重
要
で
す
。
そ
の

明
る
い
未
来
が
見
え
る

明
る
い
未
来
が
見
え
る

��

筑
北
村
へ

筑
北
村
へ

建設産業委員
一之瀬 茂幸

為
に
若
者
も
含
め
、
村
民
が
住
み
や

す
い
村
作
り
が
必
要
で
す
。
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
筑
北
村
を
目
指
し
、

①
高
齢
化
に
対
応
す
る
福
祉
の
充
実

②�

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
開
設
に
向
け
、

企
業
誘
致
と
住
ま
い
の
充
実

③�

安
全
安
心
に
暮
ら
せ
る
防
災
・
減

災
対
策

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

「
一
人
の
声
を
大
切
に
」
を
基
本
に

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
様
、
全
力
で
活

動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

私
た
ち
が
、
筑
北
村
に
安
心
し
て

暮
ら
す
た
め
に
は
、
子
育
て
や
介
護
、

生
活
基
盤
の
安
定
等
に
使
え
る
財
源

の
確
保
が
必
要
で
す
。
現
在
の
村
の

状
況
は
、
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少

み
ん
な
で
つ
く
る

み
ん
な
で
つ
く
る

��

筑
北
村

筑
北
村

総務委員長
窪寺　務

に
よ
り
、
財
政
状
況
は
厳
し
く
、
行

財
政
改
革
が
重
要
と
考
え
ま
す
。

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
私
た
ち

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
皆
様

の
声
に
耳
を
傾
け
、
共
に
考
え
、
行

政
へ
と
つ
な
ぐ
役
目
と
し
て
、
少
し

で
も
こ
の
村
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

よ
う
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

私
は
３
期
目
を
迎
え
、
初
心
に
返

り
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
、
村
政
に
反

映
さ
せ
た
く
、
村
内
を
「
ズ
ク
」
だ

し
て
歩
き
「
持
続
可
能
な
村
づ
く
り
」

に
誠
心
誠
意
努
力
し
ま
す
。

次
の
項
目
を
重
点
に
推
進
し
ま
す
。

一　

筑
北
地
域
は
一
つ

　
　

麻
績
村
と
の
連
携
と
合
併
推
進

筑
北
地
域
は
一
つ

筑
北
地
域
は
一
つ

��

安
心・安
全
な
村
づ
く
り

安
心・安
全
な
村
づ
く
り

社会文教副委員長
小山 正博

一　

�

保
育
園
・
小
・
中
学
校
へ
の
地�

域
支
援
を
進
め
た
協
働
活
動

一　

�

高
齢
者
・
障
害
者
に
優
し
い
地

域
づ
く
り

一　

有
害
鳥
獣
被
害
対
策
の
推
進

一　

�

遊
休
荒
廃
地
の
減
少
対
策
の
推
進

私
の
目
指
す
村

★
充
実
し
た
子
育
て
環
境

★
自
然
を
守
り
豊
か
な
生
活

★
女
性
が
い
き
い
き
活
躍

★
皆
が
暮
ら
し
や
す
さ
を
実
感

★
次
の
世
代
に
つ
な
が
る
村

こ
の
５
つ
の
実
現
を
目
指
し
て
女

性
の
目
線
だ
け
に
と
ら
わ
れ
ず
、
村

民
の
皆
さ
ん
の
声
を
村
政
に
反
映
し

て
ま
い
り
ま
す
。

女
性
の
声
を
村
政
に
！

女
性
の
声
を
村
政
に
！

社会文教委員
玉井 玲子
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社
会
文
教
委
員
と
し
て
一
つ
一
つ

勉
強
し
て
社
会
福
祉
と
教
育
環
境
の

向
上
に
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

社
会
文
教
委
員
会
は
、
人
の
一
生

を
担
当
す
る
委
員
会
で
す
。
幅
広
い

世
代
の
人
か
ら
、
ご
意
見
ご
要
望
を

し
っ
か
り
お
聞
き
し
、
検
討
し
て
皆

様
の
声
を
行
政
に
届
け
ま
す
。

時
に
は
慣
習
に
と
ら
わ
れ
な
い
考

え
方
で
進
め
ま
す
。

①�

筑
北
村
の
子
ど
も
は
宝
、
の
び
の

び
と
活
動
で
き
る
よ
う
支
援

②
健
康
で
安
心
に
過
ご
せ
る
村

　

交
通
網
と
施
設
整
備
の
推
進

③�

住
民
の
安
全
を
守
る
専
門
家
の
体

制
と
施
設
整
備
の
推
進

笑
顔
が
輝
く
、元
気
な

笑
顔
が
輝
く
、元
気
な

村
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す

村
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す

社会文教委員長
藤原 孝一

④�

村
の
Ｐ
Ｒ
と
交
流
人
口
の
増
加
を

目
指
す
組
織
の
支
援

こ
れ
か
ら
の
村
の
課
題
を
少
し
で

も
実
現
で
き
る
、
村
づ
く
り
の
た
め

微
力
な
が
ら
努
力
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

私
が
議
員
と
し
て
進
め
た
い
施
策

〇�

人
口
減
の
中
で
の
、
財
政
健
全
化

〇�

イ
ン
タ
ー
を
活
用
し
た
、
若
者
定
住
、

住
宅
建
設
、
雇
用
の
場
の
確
保

〇�

コ
ロ
ナ
禍
、
高
齢
者
、
障
が
い
者
福

祉
、
よ
り
よ
い
広
域
的
な
公
共
交
通
、

村
民
フ
ァ
ー
ス
ト

〇�

農
業
の
担
い
手
確
保
、
６
次
産
業
、

有
害
鳥
獣
対
策
の
行
政
支
援

村
民
フ
ァ
ー
ス
ト
、

村
民
フ
ァ
ー
ス
ト
、

情
報
公
開
、

情
報
公
開
、

若
者
の
住
み
よ
い
村
へ

若
者
の
住
み
よ
い
村
へ建設産業委員

吉池 昌昭

〇�

子
供
の
事
を
考
え
た
保
育
園
、
小
学

校
、
中
学
校
の
よ
り
良
い
教
育
環
境

整
備

〇
議
会
活
性
化

こ
れ
ま
で
の
行
政
経
験
を
活
か
し
、

「
村
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
村
政
に
」
を

基
本
に
、
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
開
設

を
追
い
風
に
「
行
き
た
い
」「
住
み
た

い
」３
つ
の「
む
ら
づ
く
り
」を
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
、
新
し
い
発
想
で
、

村
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
子
育
て
教
育
】

　

子
育
て
は
筑
北
村
の
更
な
る
推
進

【
ス
ポ
ー
ツ
健
康
】

　
ス
ポ
ー
ツ
で
筑
北
村
の
更
な
る
推
進

ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て

ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て

　「
村
づ
く
り
」に

　「
村
づ
く
り
」に

��

取
り
組
み
ま
す

取
り
組
み
ま
す

建設産業委員長
宮下 敏彦

【
く
ら
し
生
活
】

　

�

安
心
安
全
、
活
気
あ
ふ
れ
る
筑
北

村
の
更
な
る
推
進

①�

夢
が
あ
る
教
育
の
推
進
を
目
指
し

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
の
更
な
る

充
実
・
学
校
以
外
で
の
学
習
環
境

の
整
備
。
子
供
た
ち
が
元
気
に
な

る
遊
具
の
設
置
に
取
り
組
み
ま
す
。

②�

観
光
・
レ
ジ
ャ
ー
を
強
化
し
、
現

在
あ
る
既
存
施
設
の
有
効
活
用

（
キ
ャ
ン
プ
場
と
温
泉
の
セ
ッ
ト

券
等
）、
屋
外
型
の
大
規
模
ア
ス
レ

チ
ッ
ク
・
道
の
駅
の
大
型
化
を
目

指
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

子
育
て
世
代
の
声
を

子
育
て
世
代
の
声
を��

行
政
に
届
け
て
い
き
ま
す

行
政
に
届
け
て
い
き
ま
す

社会文教委員
山田 直幸
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今
後
の
村
創
り
を
住
民
の
意
見
を

聞
き
（
元
気
な
・
住
み
た
い
筑
北
村
）

に
変
え
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
筑
北
の
谷
は
一
つ
に
」
と
う
た
っ

て
、
当
選
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
四
年
間
、
こ
の
こ
と
を
念

頭
に
お
き
な
が
ら
、
活
動
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
谷
の
問
題
を
皆
で
よ
く
話
し

合
っ
て
、
解
決
し
て
い
こ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
！

筑
北
の
谷
は

筑
北
の
谷
は

��

ひ
と
つ
に
！

ひ
と
つ
に
！

建設産業委員
櫻井 新一

今
後
の
議
員
活
動
の
抱
負

〇
情
報
の
公
開

　

 
議
会
・
行
政
の
情
報
を
公
開
で
住

民
参
加
の
推
進
目
指
す

〇
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

　

高
齢
者
の
意
見
に
傾
注
す
る
事

　

高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
実
現

〇
行
財
政
改
革

　

 

自
主
財
源
の
発
掘
・
促
進
で
無
理

無
駄
の
無
い
財
政
運
営
を
目
指
す
。

議
員
活
動
の
モ
ッ
ト
ー

〇 

議
案
審
査
は
住
民
の
目
線
で
検
討
、

修
正
、
代
案
の
提
供
に
努
め
る
。

大
事
に
し
た
い
事
項

〇 

現
状
に
甘
え
る
こ
と
な
く
、
勤
勉

努
力
す
る
事
。

初
心
忘
れ
ず
、

初
心
忘
れ
ず
、

��

住
民
目
線
を
大
切
に

住
民
目
線
を
大
切
に

議会運営委員長
勝田　 昇

松
本
糸
魚
川
連
絡
道
路
建
設
推
進
議

員
連
盟
長
野
県
連
絡
会
議
主
催
の「
地
域

高
規
格
道
路
松
本
糸
魚
川
連
絡
道
路
の

早
期
建
設
を
求
め
る
総
決
起
大
会
」が
12

月
22
日
に
安
曇
野
市
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

松
本
、大
北
地
域
と
糸
魚
川
を
結
ぶ
こ

の
ル
ー
ト
は
、古
来「
塩
の
道
」と
し
て
物

資
の
運
搬
、文
化
の
伝
播
に
大
き
な
役
割

を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。
現
代
に
お
い

て
も
沿
線
地
域
の
商
工
業
や
観
光
産
業

を
発
展
さ
せ
る
「
地
域
を
育
む
道
」
で
あ

り
、５
年
前
の
糸
魚
川
市
の
大
規
模
火
災

の
折
に
は
、大
北
地
域
の
消
防
車
両
が
応

援
に
駆
け
付
け
る
な
ど
、
緊
急
、
救
急
輸

送
を
確
保
す
る
「
命
を
つ
な
ぐ
道
」
と
し

て
も
そ
の
重
要
性
は
増
し
て
い
ま
す
。

高
規
格
で
の
道
路
整
備
は
、す
で
に
糸

魚
川
市
で
一
部
の
工
事
が
始
ま
っ
て
お

り
、
安
曇
野
市
で
も
昨
年
、
一
部
区
間
の

都
市
計
画
決
定
が
な
さ
れ
、事
業
着
手
に

向
け
た
手
続
き
が
進
ん
で
い
ま
す
。

大
会
で
は
、こ
の
連
絡
道
路
の
早
期
建

設
を
求
め
る
決
議
を
採
択
し
、そ
の
場
で

国
会
議
員
、国
土
交
通
省
等
関
係
者
に
要

望
書
を
手
渡
し
、要
望
を
行
い
ま
し
た
。

筑
北
村
議
会
議
員
も
議
員
連
盟
長
野

県
会
議
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
こ
の
大
会

に
参
加
し
ま
し
た
。

地
域
高
規
格
道
路

地
域
高
規
格
道
路��

松
本
糸
魚
川
連
絡
道
路
の

松
本
糸
魚
川
連
絡
道
路
の

��

早
期
建
設
を
求
め
る
総
決
起
大
会

早
期
建
設
を
求
め
る
総
決
起
大
会

会場入口にて

安曇野道路計画図
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議
会
第
４
回
臨
時
会
が
11
月
17
日
に

開
催
さ
れ
、
以
下
の
事
項
が
決
ま
り
ま

し
た
。

＊
監
査
委
員
の
選
任

　

 

一
之
瀬
茂
幸
氏
の
選
任
が
同
意
さ
れ

ま
し
た
（
議
会
よ
り
選
出
）。

＊
所
属
委
員
会
の
構
成 

職
名

氏
　
名

委
員
会

議
　
長

待
井
　
安
登
　
総
　
務

副
議
長

鎌
田
　
欣
子
　
総
　
務

議
　
員

一
之
瀬
茂
幸
　
建
設
産
業

議
　
員

窪
寺
　
　
務
◎
総
　
務

議
　
員

小
山
　
正
博
○
社
会
文
教

議
　
員

玉
井
　
玲
子
　
社
会
文
教

議
　
員

藤
原
　
孝
一
◎
社
会
文
教

議
　
員

吉
池
　
昌
昭
○
建
設
産
業

議
　
員

宮
下
　
敏
彦
◎
建
設
産
業

議
　
員

山
田
　
直
幸
　
社
会
文
教

議
　
員

櫻
井
　
新
一
　
建
設
産
業

議
　
員

勝
田
　
　
昇
○
総
　
務

議
会
第
５
回
臨
時
会
が
12
月
22
日
に

開
催
さ
れ
、
原
油
価
格
高
騰
対
策
村
民

生
活
支
援
事
業
関
連
予
算
・
子
育
て
世

帯
臨
時
特
別
給
付
金
事
業
関
連
予
算
に

関
す
る
「
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
６
号
）」
が
全
会
一
致
で
議

決
さ
れ
ま
し
た
。

第
４
回
臨
時
会

第
４
回
臨
時
会

��

（（
1111
月月
1717
日
）
日
）

第
５
回
臨
時
会

第
５
回
臨
時
会

��

（（
1212
月月
2222
日
）
日
）

来
も
さ
ら
に
増
え
る
こ
と
と
期
待
さ
れ

ま
す
。

現
場
視
察
の
後
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
議

会
の
活
動
（
テ
ー
マ
は
、「
議
会
だ
よ
り
」

と
「
議
会
基
本
条
例
」）
に
つ
い
て
情
報

交
換
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

青
木
村
で
の
具
体
的
な
取
り
組
み
や

そ
れ
ぞ
れ
の
議
員
活
動
に
つ
い
て
伺
う
こ

と
が
で
き
、
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

青
木
村
で
は
、
工
場
団
地
の
造
成
や

保
小
中
一
貫
教
育
な
ど
が
進
め
ら
れ
て

お
り
、
学
ぶ
べ
き
点
が
大
い
に
あ
り
ま
す
。

今
後
も
こ
の
活
動
は
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

12
月
23
日
に
筑
北
村
に
お
い
て
青
木

村
・
筑
北
村
議
会
議
員
懇
談
会
を
行
い

ま
し
た
。

両
村
の
懇
談
会
は
、
１
年
お
き
に
双

方
の
村
を
行
き
来
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
筑
北
村
を
会
場
に
行
い
、

東
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
の
方
か
ら

筑
北
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
建
設

工
事
の
事
業
概
要
を
説
明
し
て
い
た
だ

き
、
松
本
建
設
事
務
所
の
方
か
ら
国
道

１
４
３
号
新
青
木
ト
ン
ネ
ル
の
建
設
計

画
を
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、

そ
れ
ぞ
れ
の
現
場
を
視
察
し
ま
し
た
。

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
で
き
、

青
木
峠
の
改
良
が
進
め
ば
両
村
の
行
き

青
木
村
・
筑
北
村
議
会
議
員
懇
談
会

青
木
村
・
筑
北
村
議
会
議
員
懇
談
会

スマートインターチェンジの説明

懇談会の様子
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12
月
定
例
会
が
12
月
３
日
か
ら
14
日

ま
で
の
12
日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

＊
監
査
委
員
の
選
任

 

小
村
忠
氏（
本
城
）の
選
任
が
同
意
さ

れ
ま
し
た
。

＊
教
育
委
員
の
選
任

 

一
ノ
瀬
泰
明
氏（
坂
北
）の
再
任
が
同

意
さ
れ
ま
し
た
。

＊ 

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及
び
補
充
員

の
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○ 

委
員　

横
山
充
氏（
本
城
）、
藤
澤
正

文
氏（
坂
北
）、
細
田
重
雄
氏（
坂
北
）、

吉
池
眞
氏（
坂
井
）

○ 

補
充
員　

山
越
冨
美
登
氏（
本
城
）、

佐
藤
静
子
氏（
本
城
）、宮
入
豊
氏（
坂

北
）、若
林
米
満
氏（
坂
井
）

以
上
の
方
々
が
当
選
と
決
ま
り
ま
し
た
。

☆
選
挙
管
理
委
員
長
に
横
山
充
氏

12
月
20
日
に
選
挙
管
理
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
委
員
の
互
選
に
よ
り
、
委
員

長
に
横
山
充
氏
、
職
務
代
理
者
に
吉
池

眞
氏
と
決
定
し
ま
し
た
。

そ
の
他
の
条
例
・
予
算
等
議
案
の
審

議
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

1212
月
定
例
会

月
定
例
会

令和３年 12 月定例会審議内容

件　　名 審議の結果

条
例
改
正
等

筑北村固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例について 原案可決　全員賛成
筑北村国民健康保険条例の一部を改正する条例について 原案可決　全員賛成
筑北村デマンドバスの運行に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決　全員賛成
筑北村草湯温泉保養センター冠着荘及び筑北村健康館の指定管理者の 
指定について 原案可決　全員賛成

筑北村社会福祉会館、筑北村坂北デイサービスセンター及び 
筑北村地域情報センターの指定管理者の指定について 原案可決　全員賛成

筑北村本城生産物直売施設ふるさと館の指定管理者の指定について 原案可決　全員賛成
筑北村坂北地域食材供給施設もえぎ亭の指定管理者の指定について 原案可決　全員賛成
筑北村坂北流通活性化施設やさい BOX の指定管理者の指定について 原案可決　全員賛成
筑北村坂井食材供給施設そば処さかいの指定管理者の指定について 原案可決　全員賛成
筑北村坂井特産品展示販売施設まんだらの庄の指定管理者の指定について 原案可決　全員賛成
令和 3 年度生活基盤施設耐震化等補助金事業坂井地域本管布設替え工事 
変更請負契約について 原案可決　全員賛成

予
算

令和 3 年度筑北村一般会計補正予算（第 5 号） 原案可決　全員賛成
令和 3 年度筑北村介護保険特別会計補正予算（第 2 号） 原案可決　全員賛成
令和 3 年度筑北村とくら温泉施設特別会計補正予算（第 2 号） 原案可決　全員賛成
令和 3 年度筑北村差切峡温泉施設特別会計補正予算（第 2 号） 原案可決　全員賛成
令和 3 年度筑北村冠着温泉施設特別会計補正予算（第２号） 原案可決　全員賛成

昨
年
11
月
の
任
期
満
了
に
伴
い
退
任

さ
れ
た
矢
口
貴
則
氏
が
、
2
期
8
年
の

代
表
監
査
委
員
を
務
め
た
功
績
に
よ
り

全
国
町
村
監
査
委
員
協
議
会
よ
り
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

矢
口
前
代
表
監
査
委
員

矢
口
前
代
表
監
査
委
員

全
国
町
村
監
査
委
員
協
議
会

全
国
町
村
監
査
委
員
協
議
会

「
町
村
監
査
功
労
者
」表
彰

「
町
村
監
査
功
労
者
」表
彰

��

受
賞
受
賞
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筑
北
村

令
和
４
年
１
月
20
日
発
行

新
春
を
迎
え
村

民
の
皆
様
の
ご
多

幸
と
ご
健
勝
を
心

よ
り
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
2
年
続
き
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
対
策
の
な
か
で
、

村
民
の
皆
様
も
日
々
の
生
活
や
活
動
に

制
約
を
受
け
て
の
一
年
間
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
筑
北
村
公
民
館
で
も
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
全
国
的
に

拡
大
し
た
こ
と
に
伴
い
、
予
定
し
て
い

た
事
業
も
中
止
が
多
く
な
り
、
初
期
の

目
標
が
達
成
さ
れ
ず
残
念
な
一
年
間
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
な
か
で

も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
予
防
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
、
11

月
6
日
・
7
日
に
は
、展
示
発
表
の
み
で

し
た
が
、『
筑
北
村
文
化
祭
』を
開
催
し

ま
し
た
。
例
年
の
よ
う
な
活
動
は
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
団
体
25
グ
ル
ー

プ
・
個
人
5
名
の
皆
様
か
ら
、
心
の
こ

も
っ
た
力
作
ぞ
ろ
い
の
作
品
を
展
示
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
文
化
祭
期
間
中

は
、
村
内
外
か
ら
多
く
の
方
に
来
場
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
年
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

新
た
な
変
異
株
の
感
染
者
の
広
が
り
が

懸
念
さ
れ
ま
す
が
、
筑
北
村
生
涯
学
習

基
本
構
想
の
基
本
目
標『「
学
び
」と「
助

け
合
い
」
心
豊
か
な
充
実
し
た
毎
日
を

生
き
る
こ
と
』を
目
標
に
据
え
て
、生
涯

学
習
係
職
員
一
同
、
公
民
館
活
動
を
実

施
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
良
い
年
で
あ

り
ま
す
よ
う
に
ご
祈
念
申
し
上
げ
新
年

の
あ
い
さ
つ
と
致
し
ま
す
。

心
の

伝
言
板

74

新
し
い
年
を
迎
え
て
、
ア
フ
タ
ー

コ
ロ
ナ
で
時
代
の
転
換
点
に
さ
し
か

か
っ
て
い
る
今
、
大
切
な
こ
と
を
考

え
て
み
た
。
長
野
県
立
歴
史
館
の
笹

本
正
治
館
長
は
著
書
『
戦
国
時
代
は

何
を
残
し
た
か
』
で
次
の
様
に
述
べ

て
い
る
。

『
戦
国
時
代
こ
そ
日
本
の
歴
史
が

大
き
く
転
換
し
た
時
代
で
あ
る
。
戦

国
大
名
た
ち
に
よ
る
広
域
で
均
一
的

な
支
配
が
、
広
い
範
囲
に
わ
た
る
河

川
管
理
や
治
水
、
灌
漑
設
備
の
構
築
、

道
路
の
建
設
を
可
能
に
し
た
結
果
、

戦
国
時
代
か
ら
新
田
開
発
が
進
む
よ

う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
に
伴

い
合
理
的
な
考
え
が
進
展
し
、
神
仏

に
対
す
る
畏
れ
が
減
退
し
て
い
っ
た
。

戦
国
時
代
に
、
人
間
は
自
然
を
征
服

し
、
科
学
は
万
能
で
あ
る
と
い
う
現

代
人
の
行
動
規
範
の
源
泉
に
な
る
考

え
方
が
始
ま
っ
た
。

だ
が
、
近
年
、
科
学
は
万
能
の

は
ず
な
の
に
、
我
々
は
公
害
病
、
東

日
本
大
震
災
、
原
発
事
故
、
地
球
温

暖
化
と
い
う
大
災
害
や
自
然
の
し
っ

ぺ
返
し
に
、
手
を
こ
ま
ね
い
て
右
往

左
往
し
て
い
る
。
そ
う
い
う
時
代
に
、

新
し
い
年
を
迎
え
て

自
国
利
益
第
一
主
義
で
い
い
の
だ

ろ
う
か
。
20
世
紀
、
資
源
を
め
ぐ
り

２
回
の
世
界
大
戦
が
あ
っ
た
。
政
権

は
戦
争
に
反
対
す
る
国
民
を
徹
底
的

に
弾
圧
し
た
。
し
か
し
、
戦
争
に
負

け
都
合
が
悪
く
な
る
と
、「
一
億
総

懺
悔
」
と
国
民
に
責
任
を
転
嫁
し
た
。

責
任
を
取
ら
な
い
あ
い
ま
い
な
動
き

は
、
政
府
を
は
じ
め
広
く
見
ら
れ
る
。

危
惧
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
風
潮
が
と

り
わ
け
近
年
ひ
ど
く
な
っ
て
き
た
こ

と
で
あ
る
。
我
々
は
、
過
去
を
し
っ

か
り
見
据
え
、
未
来
に
向
け
て
動
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

中
世
の
人
々
は
、
星
や
月
な
ど
天

空
の
動
き
、
あ
る
い
は
動
物
の
様
子

に
、
現
代
人
が
抱
か
な
い
特
別
な
意

味
を
感
じ
て
い
た
。
現
代
の
私
た
ち

で
は
見
過
ご
し
て
し
ま
う
自
然
の
動

き
に
目
を
向
け
て
い
た
。』

現
代
に
生
き
る
我
々
は
、
自
然

に
対
す
る
畏
敬
を
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
。
ま
た
、
自
然
が
発
す
る
サ
イ

ン
に
も
っ
と

敏
感
に
な
り
、

か
け
が
え
の

な
い
地
球
を
、

大
切
に
し
て

い
か
な
く
て

は
な
ら
な
い
。

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す�

筑
北
村
公
民
館
長
　
山
崎�

広
道
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ま
し
た
。
例
年
の
よ
う
な
活
動
は
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
団
体
25
グ
ル
ー

プ
・
個
人
5
名
の
皆
様
か
ら
、
心
の
こ

も
っ
た
力
作
ぞ
ろ
い
の
作
品
を
展
示
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
文
化
祭
期
間
中

は
、
村
内
外
か
ら
多
く
の
方
に
来
場
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
年
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

新
た
な
変
異
株
の
感
染
者
の
広
が
り
が

懸
念
さ
れ
ま
す
が
、
筑
北
村
生
涯
学
習

基
本
構
想
の
基
本
目
標『「
学
び
」と「
助

け
合
い
」
心
豊
か
な
充
実
し
た
毎
日
を

生
き
る
こ
と
』を
目
標
に
据
え
て
、生
涯

学
習
係
職
員
一
同
、
公
民
館
活
動
を
実

施
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
良
い
年
で
あ

り
ま
す
よ
う
に
ご
祈
念
申
し
上
げ
新
年

の
あ
い
さ
つ
と
致
し
ま
す
。

合
言
葉
は【
で
き
る
と
き
に�

�

で
き
る
こ
と
を�
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
】

小
学
校
で
は
地
域
の
特
色
や
人
材
を

活
か
し
た
活
動
が
各
学
年
で
展
開
さ
れ

て
い
ま
す
。

１
年
生
は
、
保
育
園
か
ら
継
続
し
て
い

る
「
か
な
へ
び
」
の
飼
育
や
サ
ツ
マ
イ
モ
の

栽
培
。

２
年
生
は
、筑
北
村
の
自
然
を
感
じ
な

が
ら
の
川
遊
び
や
大
豆
栽
培
。

３
年
生
は
、
味
噌

屋
さ
ん
と
の
交
流
や

西
条
白
菜
栽
培
。

４
年
生
は
、
ブ
ラ

ン
ド
白
菜
「
西
条
白

菜
」栽
培
。

５
年
生
は
、
筑
北

米
作
り
や
村
の
施
設

を
利
用
し
た
野
外
活

動
体
験
。

６
年
生
は
、Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
問
題
に
取
り
組
み
、

村
内
や
修
学
旅
行
先

の
富
山
県
で
の
ゴ
ミ

拾
い
活
動
。

み
ず
な
ら・そ
よ
か

ぜ
学
級
は
、
サ
ツ
マ
イ

モ
栽
培
や
リ
ー
ス
作

り
。そ

れ
ぞ
れ
の
ク
ラ

ス
が
地
域
の
自
然
を

取
り
入
れ
た
活
動
を

行
っ
た
り
、伝
統
的
な

作
物
の
栽
培
に
取
り

組
ん
だ
り
、
地
域
の

す
ば
ら
し
さ
を
肌
で

感
じ
取
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
活
動
が
成

り
立
っ
て
い
る
の
は
地

域
の
方
々
の
支
援
が

あ
る
か
ら
こ
そ
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
。

今
後
も
、「
学
校
や

ク
ラ
ス
と
し
て
活
動

し
て
い
き
た
い
こ
と
」と

「
地
域
と
し
て
活
動

し
て
い
き
た
い
こ
と
」

の
す
り
合
わ
せ
を
行

い
な
が
ら
、
保
護
者
の

方
、地
域
の
方
、公
民

館
や
社
協
な
ど
と
も

連
携
し
な
が
ら
活
動

を
進
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
ご
協
力

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
総
合
的
な
学
習
の
時
間

������
�

あ
ず
ま
や
タ
イ
ム
】

昨
年
度
よ
り
探
究
型
の
学
校
総
合
と

な
っ
た
『
あ
ず
ま
や
タ
イ
ム
』。
自
分
が

育
っ
て
い
る
筑
北
村
の
魅
力
や
良
さ
を
知

り
、
よ
り
過
ご
し
や
す
い
村
に
す
る
に
は

ど
う
し
た
ら
よ
い
か
と
い
う
大
き
な
テ
ー

マ
の
も
と
、
生
徒
一人
ひ
と
り
が
ど
の
よ
う

に
こ
の
テ
ー
マ
に
迫
る
か
、
各
自
取
り
組

み
た
い
こ
と
を
決
め
て
学
習
し
ま
し
た
。

い
く
つ
か
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

村
お
こ
し
の
グ
ル
ー
プ
で
は
、
旧
筑
北

小
近
く
の
わ
ん
ぱ
く
公
園
を
、
み
ん
な
が

安
心
し
て
遊
べ
る
よ
う
に
、
草
取
り
等
の

整
備
を
し
て
、
ひ
ま
わ
り
保
育
園
の
み
な

さ
ん
と
交
流
を
行
い
ま
し
た
。
自
分
た

ち
も
ず
っ
と
お
世
話
に
な
っ
て
き
た
公
園

が
ま
た
、
楽
し
い
遊
び
場
と
し
て
利
用
し

て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
っ
て
、
生
徒
も
満

足
感
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

郷
土
料
理
の
グ
ル
ー
プ
で
は
、や
し
ょ
う

ま
や
お
や
き
の
新
メ
ニュ
ー
を
開
発
し
て
、

売
り
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
か
と
、
地
域

の
お
店
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョン
を
模
索
し

ま
し
た
。
ち
く
ほ
っ
く
る
さ
ん
に
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
や
し
ょ
う
ま
を
パ
ン
の一部

に
使
用
し
た
パ
ン
の
売
り
出
し
が
決
定
し

ま
し
た
。
干
支
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
と
て

も
か
わ
い
い
パ
ン
で
す
。
ま
た
、
も
え
ぎ

亭
さ
ん
に
も
、
メ
ニュ
ー
を
審
査
し
て
、
売

り
出
せ
そ
う
な
お
や
き
の
試
作
品
を
作
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ア
ッ
プ
ル
パ
イ
風

や
キ
ム
タ
ク
の
お
や
き
で
す
。
近
々
、
生

徒
考
案
の
お
や
き
が
店
頭
に
並
ぶ
予
定

で
す
。
そ
の
折
に
は
是
非
、手
に
と
って
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

今
年
度
も
、
地
域
の
方
に
教
え
て
い
た

だ
い
た
り
、協
力
い
た
だ
い
た
り
し
て
、と

て
も
充
実
し
た
活
動
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
来
年
度
は
更
に
活
動
が
広

が
っ
て
い
き
ま
す
。
地
域
の
方
と
つ
な
が

り
な
が
ら
、学
習
が
深
ま
り
、地
域
を
愛

す
る
心
が
育
って
ほ
し
い
と
願
って
い
ま
す
。

筑
北
小
学
校

筑
北
小
学
校

聖
南
中
学
校
か
ら

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル

一緒にきささげを収穫した皆さんと
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11
月
21
日
か
ら
22
日
に
か
け
て
、
令

和
3
年
度
の
「
は
じ
め
て
の
出
張
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
筑
北
小
学
校
4
年
生

が
、
東
横
イ
ン
松
本
駅
前
本
町
店
に
夕

方
か
ら
宿
泊
し
て
、
翌
朝
チ
ェ
ッ
ク
ア

ウ
ト
し
て
登
校
す
る
体
験
を
す
る
行
事

で
す
。
今
年
で
6
年
目
に
な
り
ま
す
。

他
校
で
は
宿
泊
行
事
が
5
年
生
か
ら

で
す
が
、
4
年
生
が
体
験
し
て
自
立
心

を
養
う
と
と
も
に
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の

一
環
で
い
ろ
い
ろ
な
お
仕
事
を
体
験
す

る
と
い
う
目
的
で
行
っ
て
い
ま
す
。

4
年
生
19
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
村

バ
ス
で
松
本
へ
行
き
ホ
テ
ル
に
着
く
と
、

他
ホ
テ
ル
か
ら
応
援
に
き
た
6
名
の
支

配
人
さ
ん
に
名
前
を
呼
ば
れ
て
、
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
ま
し
た
。

先
ず
一
つ
目
の
体
験
と
し
て
、
グ

ル
ー
プ
順
に
1
人
ず
つ
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン

し
て
、
ル
ー
ム
キ
ー
を
受
け
取
り
ま
し

た
。次

に
二
つ
目
の
体
験
と
し
て
、
社
会

人
の
基
本
で
あ
る
名
刺
交
換
を
し
ま
し

た
。
ホ
テ
ル
に
用
意
し
て
い
た
だ
い
た

校
章
入
り
の
名
刺
を
、
支
配
人
さ
ん
や

友
達
と
、
自
分
の
趣
味
等
を
交
え
て
名

前
を
言
い
な
が
ら
交
換
し
ま
し
た
。
少

し
照
れ
な
が
ら
、
に
こ
や
か
に
交
換
し

て
い
ま
し
た
。

は
じ
め
て
の

　　　　　出
張

は
じ
め
て
の

　　　　　出
張

名
刺
交
換
の
後
、
グ
ル
ー
プ
毎
に
移

動
し
て
部
屋
に
入
っ
て
荷
物
を
置
き
ま

し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー

プ
担
当
の
支
配
人
さ
ん
か
ら
、
部
屋
の

使
い
方
を
教
わ
り
ま
し
た
。
ホ
テ
ル
に

1
人
で
泊
ま
る
の
は
、
初
め
て
の
子
が

多
い
の
で
、
シ
ャ
ワ
ー
の
お
湯
の
出
し

方
や
目
覚
ま
し
時
計
の
使
い
方
な
ど
を

し
っ
か
り
聞
い
て
い
ま
し
た
。

次
に
、
三
つ
目
の
体
験
と
し
て
ホ
テ

ル
の
感
染
症
対
策
の
仕
方
を
教
わ
り
体

験
し
ま
し
た
。
お
客
様
を
迎
え
る
前
に
、

ど
ん
な
所
を
消
毒
し
て
い
る
か
聞
い
て
、

実
際
に
や
っ
て
み
ま
し
た
。
ホ
テ
ル
の

お
仕
事
の
大
変
さ
を
感
じ
た
よ
う
で
す
。

三
つ
の
体
験
を
終
え
る
と
、
お
待
ち

か
ね
の
自
由
時
間
で
す
。
お
風
呂
に

入
っ
た
後
、
友
達
と
一
緒
に
話
し
た
り

遊
ん
だ
り
し
て
、
楽
し
み
ま
し
た
。
10

時
に
就
寝
で
し
た
が
、
1
人
で
寝
る
の

が
初
め
て
で
、
な
か
な
か
寝
付
か
れ
な

か
っ
た
子
も
い
た
よ
う
で
す
。

翌
日
、
6
時
に
起
床
し
て
、
朝
食
を

食
べ
、
荷
物
を
整
理
し
て
チ
ェ
ッ
ク
ア

ウ
ト
し
、
会
議
室
に
集
ま
り
、
手
作
り

の
終
了
証
明
書
を
支
配
人
さ
ん
か
ら
、

1
人
ず
つ
渡
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
8
時
に
ホ
テ
ル
を
去
り
、
帰

途
に
つ
き
ま
し
た
。
子
ど
も
達
の
感
想

を
聞
い
た
ら
、「
楽
し
か
っ
た
」
と
言
っ

て
い
た
子
が
多
か
っ
た
で
す
。
い
い
体

験
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。
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10
月
22
日
に
、
筑
北
小
学
校
の
「
ふ

る
さ
と
ふ
れ
あ
い
の
集
い
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
今
年
は
「
わ
ら
細
工
」「
絵

手
紙
」
な
ど
、
9
講
座
が
開
か
れ
ま
し

た
。
25
名
と
い
う
大
勢
の
講
師
の
皆
さ

ん
が
、
来
校
し
て
、
教
え
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

今
年
も
コ
ロ
ナ
感
染
症
で
、
調
理
の

講
座
な
ど
が
開
け
ず
、
講
座
数
が
制
限

さ
れ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

応
援
団
長
の
小
山
さ
ん
は
、
あ
い
さ

つ
で
「
コ
ロ
ナ
感
染
症
で
学
校
を
訪
れ

る
機
会
が
少
な
か
っ
た
の
で
、
応
援
団

の
皆
さ
ん
は
、
小
学
生
の
皆
さ
ん
と
会

え
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
来
ま
し
た
。

分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
遠
慮

な
く
聞
い
て
く
だ
さ
い
」
と
話
さ
れ
ま

し
た
。

「
紙
飛
行
機
」
の
講
座
で
は
、
3
種

類
の
紙
飛
行
機
を
作
り
ま
し
た
。
と
て

も
よ
く
飛
ぶ
紙
飛
行
機
で
、
子
ど
も
達

は
、
体
育
館
の
ス
テ
ー
ジ
の
上
か
ら
、

誰
の
紙
飛
行
機
が
遠
く
へ
飛
ぶ
か
、
何

メ
ー
ト
ル
飛
ぶ
か
、
何
秒
間
飛
ん
で
い

る
か
な
ど
競
い
な
が
ら
、
時
間
い
っ
ぱ

い
飛
ば
す
の
を
楽
し
ん
だ
と
い
う
こ
と

で
し
た
。

ふ
る
さ
と

ふ
れ
あ
い
の
集
い

「
缶
ぼ
っ
く
り
」
の
講
座
で
は
、
給

食
室
や
保
護
者
に
お
願
い
し
て
、
大
き

な
缶
を
前
年
か
ら
集
め
て
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
た
り
な
い
分
は
、
保
護
者
の
方

に
も
ご
協
力
い
た
だ
き
、
な
ん
と
か
用

意
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
缶
ぼ
っ

く
り
が
で
き
る
と
、
早
速
乗
っ
て
歩
き

ま
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
皆
す
ぐ
慣
れ
て

歩
け
る
の
で
感
心
し
ま
し
た
。
段
差
の

あ
る
所
や
、
階
段
に
挑
戦
し
て
、
が
ん

ば
っ
て
い
ま
し
た
。

「
ぶ
ん
ぶ
ん
ご
ま
遊
び
」
の
講
座
で

は
、
紙
に
マ
ジ
ッ
ク
で
色
を
つ
け
て
、

回
す
と
き
れ
い
な
模
様
が
出
ま
し
た
。

こ
ま
が
完
成
す
る
と
、
ひ
も
を
引
っ

張
っ
て
、
ぶ
ん
ぶ
ん
回
し
て
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

昨
年
よ
り
は
暖
か
い
日
和
の
午
後
、

教
わ
り
な
が
ら
子
ど
も
達
は
、
地
域
の

皆
さ
ん
と
親
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

最
後
に
子
ど
も
達
が
、
講
師
の
皆
さ
ん

に
お
礼
を
言
っ
て
終
わ
り
ま
し
た
。
講

師
の
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
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昨年度に引き続き、今年度の文化祭も新型コロナウイルス感染拡大防止のため、ステージ発表は
行わずに展示のみ行いました。
力作揃いの作品に、来場者の皆さんには芸術の秋のひと時を楽しんでもらうことができました。

34



筑北村から３人目のプロ野球選手が誕生するよう頑張って欲しいと思います！

福井工業大学硬式野球部で“活躍”

加藤 航大 君（新潟県出身）
マネージャーとして入部し、得意
のパソコン技術を駆使し野球部の
ホームページや SNS を通して、試
合状況や部員たちの活躍を発信し、
チームにとって貴重な戦力になっ
ています。将来主務になって活躍
して欲しい。

織原 啓太郎 選手（松本市出身）
細身ながらキレのある球を投げ、
１年生の中でいち早くデビューし
中継ぎで活躍。今後は身体を大き
くして、スピード、キレ、コントロー
ルを磨いてエースになってもらい
たい。

関川 峻司 選手（筑北村出身）
１年生の中でも早くにリーグ戦に
登板し、数ヶ月で体重が10キロ増
え、たくましい身体つきと堂々とし
たマウンド上の振る舞いで、相手に
向かっていく姿勢は将来の抑え候
補として大いに期待している。
現在球速は145キロ。

この活躍に、日本ウェルネス長野高校硬式野球部
中原英孝監督は、「加藤、織原、関川の３人が持
ち場、持ち場で力を発揮している事に嬉しさと頼
もしさを感じています。しっかりと力をつけて、チー
ムのため、自分のために地道に力をつけて活躍
してくれる事を望んでいます。後輩たちの道も築
いてください」と語ってくれました。

か
ら
は
、「
毎
日
が
勝
負
だ
と
思
う
。
代

走
、
守
備
固
め
か
ら
チ
ャ
ン
ス
を
つ
か

み
た
い
」
と
決
意
を
語
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
後
輩
へ
は
、「
高
校
時
代
は
控
え
で

苦
し
ん
だ
。
同
期
の
赤
羽
由
絋
選
手

（
ヤ
ク
ル
ト
ス
ワ
ロ
ー
ズ
）を
目
標
に
頑

張
っ
た
。
高
い
目
標
を
持
ち
練
習
に
励

ん
で
ほ
し
い
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

日
本
ウ
ェ
ル
ネ
ス
信
州
筑
北
高
校

（
現
：
日
本
ウ
ェ
ル
ネ
ス
長
野
高
校
）野

球
部
一
期
生
で
、プ
ロ
野
球『
千
葉
ロ
ッ

テ
マ
リ
ー
ン
ズ
』
か
ら
育
成
ド
ラ
フ
ト

2
位
で
指
名
さ
れ
た
、
速
水
将
大
選
手

（
愛
知
県
一
宮
市
出
身
、
卒
業
後
は
愛

知
県
志
学
館
短
期
大
学
を
経
て
、
Ｂ
Ｃ

リ
ー
グ
富
山
サ
ン
ダ
ー
バ
ー
ズ
へ
入

団
）の
激
励
会
が
、本
城
公
民
館
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
村
内
の
会
員
や
野
球
部
員

約
90
名
が
集
ま
り
、
熱
い
エ
ー
ル
を
送

り
ま
し
た
。

主
催
し
た
野
球
部
後
援
会
宮
下
敏
彦

会
長
は
、「
右
打
者
で
は
球
界
ト
ッ
プ
級

の
一
塁
到
達
3
秒
9
の
快
速
を
活
か
し
、

村
の
応
援
を
力
に
変
え
活
躍
し
て
欲
し

い
」と
話
し
、太
田
守
彦
村
長
は
、「
筑
北

村
か
ら
2
年
連
続
プ
ロ
野
球
選
手
が
誕

生
し
た
こ
と
は
快
挙
。本
当
に
嬉
し
い
」

と
激
励
し
ま
し
た
。

恩
師
で
あ
る
中
原
英
孝
監
督
か
ら
は
、

『
強
い
心
で
Ｎ
Ｐ
Ｂ
を
目
指
せ
』を
記
さ

れ
た
ボ
ー
ル
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し

た
。心

温
ま
る
激
励
を
受
け
た
速
水
選
手

日
本
ウ
ェ
ル
ネ
ス
長
野
高
校
硬
式
野
球
部
出
身
者
２
年
連
続
の
快
挙

日
本
ウ
ェ
ル
ネ
ス
長
野
高
校
硬
式
野
球
部
出
身
者
２
年
連
続
の
快
挙

��

ロッ
テ
育
成
ド
ラ
フ
ト
２
位
指
名　
速
水
将
大
選
手
激
励
会

ロッ
テ
育
成
ド
ラ
フ
ト
２
位
指
名　
速
水
将
大
選
手
激
励
会

日本ウェルネス長野高校硬式野球部から 3 名が、昨年行われた大学選手権記念大会で準優勝（優勝は
慶應義塾大学）した、強豪福井工業大学野球部（部員 200 名余）に入部し大活躍しています。

福井工業大学、下野博樹監督からコメントをいただきました。
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日
本
ウ
ェ
ル
ネ
ス
長
野
高
校
野
球
部

後
援
会
は
、
刈
谷
沢
神
明
宮
で
必
勝
祈

願
を
行
い
ま
し
た
。
部
員
27
名
、
太
田

守
彦
村
長
、
待
井
安
登
議
長
、
中
原
英

孝
監
督
ら
指
導
者
、
保
護
者
な
ど
が
集

ま
り
1
年
の
必
勝
と
部
の
飛
躍
を
誓
い

ま
し
た
。

中
原
監
督
か
ら
は
、「
昨
秋
は
、
県

大
会
ベ
ス
ト
4
を
か
け
た
戦
い
で
敗
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
心
の
底
か
ら
悔
し

い
で
す
。
一
年
一
年
チ
ー
ム
力
が
つ
い

て
い
る
の
は
確
か
で
す

が
、
も
う
一
歩
足
り
ま

せ
ん
。
昨
年
の
赤
羽
選

手（
ヤ
ク
ル
ト
ス
ワ
ロ
ー

ズ
）
に
続
き
、
同
期
の

速
水
君
が
ロ
ッ
テ
マ

リ
ー
ン
ズ
育
成
2
位
で

指
名
さ
れ
ま
し
た
。
大

変
嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス
で

す
し
、
後
輩
の
生
徒
た

ち
に
し
た
ら
大
変
励
み

に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

本
年
は
希
望
を
持
ち
、

一
段
上
の
レ
ベ
ル
で
挑

戦
す
る
強
い
心
構
え
で

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
フ
ォ
ー
ラ
ム
事
業
を

活
用
し
、
サ
ク
ソ
フ
ォ
ー
ン
四
重
奏
グ

ル
ー
プ
の「
モ
デ
ト
ロ
・
サ
ク
ソ
フ
ォ
ー

ン
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
」
の
皆
さ
ん
に
来

村
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
12
月
15
日

か
ら
17
日
は
小
学
校
に
て
、
学
年
ご
と

全
６
回
の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
（
交
流
型
ミ

ニ
コ
ン
サ
ー
ト
）
を
行
い
ま
し
た
。

戦
い
ま
す
。」
と
話
し
、田
場
大
毅
キ
ャ

プ
テ
ン
か
ら
は
、「
２
０
２
２
年
は
、『
感

謝
の
年
に
し
た
い
』
理
由
は
、
自
分
た

ち
2
年
生
は
高
校
野
球
最
後
の
年
だ
か

ら
で
す
。
今
、
自
分
た
ち
が
こ
の
環
境

で
野
球
が
で
き
て
い
る
事
、
村
の
皆
さ

ん
か
ら
差
し
入
れ
が
あ
り
頑
張
れ
と
応

援
し
て
く
れ
る
事
、
自
分
た
ち
の
為
に

働
い
て
く
れ
る
親
や
球
場
施
設
・
用
具
、

全
て
に
感
謝
し
必
ず
甲
子
園
に
出
場
し

ま
す
。」と
力
強
く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

事
業
の
最
終
日
と
な
る
18
日
に
は
、

本
城
多
目
的
ホ
ー
ル
に
て
コ
ン
サ
ー
ト

を
開
催
し
ま
し
た
。
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、

「
ド
レ
ミ
の
う
た
」、「
ス
ー
パ
ー
カ
リ

フ
ラ
ジ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
エ
ク
ス
ピ
ア
リ

ド
ー
シ
ャ
ス
」
な
ど
ア
ン
コ
ー
ル
曲
を

含
め
て
全
９
曲
を
演
奏
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
来
場
さ
れ
た
方
に
は
、
４
種

類
の
サ
ッ
ク
ス
に
よ
る
重
厚
な
響
き
を

身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま

す
。

令
和
３
年 

秋
季
長
野
県
大
会
ベ
ス
ト
８

    
さ
ら
な
る
飛
躍
を
期
し 

必
勝
祈
願

令
和
３
年 

秋
季
長
野
県
大
会
ベ
ス
ト
８

    
さ
ら
な
る
飛
躍
を
期
し 

必
勝
祈
願

公
共
ホ
ー
ル
音
楽
活
性
化

　

 

ア
ウ
ト
リ
ー
チ

　
　
　フ
ォ
ー
ラ
ム
事
業♪小学校でのアウトリーチの様子♪
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コ
ラ
ム

近
年
、里
山
登
山
が
秘
か
な
ブ
ー

ム
で
す
。
筑
北
の
里
に
は
、四
阿
屋

山
や
冠
着
山
、そ
し
て
険
し
い
岩
殿

山
が
あ
り
、村
外
か
ら
登
山
者
が
来

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、登
山
の
注
意

点
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

登
山
を
気
持
ち
良
く
す
る
た
め

に
、３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

１
つ
目
は
、上
体
を
ま
っ
す
ぐ
起

こ
す
。
視
線
を
前
に
向
け
、頭
か
ら

足
ま
で
一
直
線
を
描
く
こ
と
で
、疲

れ
を
な
く
し
ま
す
。

２
つ
目
は
、腕
を
胸
の
前
で
組
む

こ
と
で
す
。
だ
ら
り
と
下
げ
て
歩

く
と
、腕
が
浮
腫
み
重
く
感
じ
ま
す
。

腕
を
胸
の
前
で
組
む
こ
と
で
、自
然

と
上
体
も
起
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。　
　

３
つ
目
は
、足
裏
全
体
で
地
面
に

着
地
す
る
こ
と
で
す
。
坂
道
を
登

る
時
、つ
ま
先
で
登
る
と
ふ
く
ら
は

ぎ
の
筋
肉
に
過
度
な
負
担
が
か
か

り
疲
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、

地
面
の
状
態
に
よ
っ
て
は
滑
落
す

る
危
険
も
あ
る
の
で
、し
っ
か
り
足

の
裏
全
体
で
着
地
し
、重
心
も
後
ろ

足
に
置
く
こ
と
が
肝
要
で
す
。

今
年
は
、里
山
登
山
を
す
る
の
も

い
い
で
し
ょ
う
。

�

（
お
祭
り
大
好
き
男
）

２０２２ 寅年インタビュー

・中学へ行ったらみんなに遅れを取ら
  ないように勉強を頑張りたいです
・読書が好きです
 ・児童会を頑張っていきたいです
 ・ゲームが好きです
 ・YouTubeが楽しいです
 ・授業を頑張って取り組みたい
 ・宿題を頑張ってやりたい

Q 今年の目標 頑張りたいこと
  好きなこと

5

6ねんせい

ね ん せ い
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修学旅行

ま
す
寿
司
は
お
土
産
に
な
り
ま
し
た
。

10月26日・27日
SDGs とは、2030 年まで
に貧困・紛争・環境問題な
ど人類が直面している問
題に対して、より良い世界
を目指し、17 ゴールから
構成した国際目標です。

筑北小学校 SDGs を学ぶ

組子体験。余った木材などを使って製作をさせてもらいました。
タニハタのホームページに製作中の様子が掲載してあります。

海岸でのゴミ拾い
源
ま
す
の

     

ま
す
寿
司
作
り
体
験

株式会社 タニハタ 組子(欄間 引き戸 天井格子など)製造の会社

★新潟県 上越科学館
★富山市 エコタウン交流推進センター
★株式会社 タニハタ

１日目

★ゴミ拾い 地引網 漁船に乗船
★源ますの寿司ミュージアム2日目

修
学
旅
行
の
思
い
出

�

鈴
木�

雅
也

ぼ
く
は
修
学
旅
行
に
行
っ
て
い
ろ
い

ろ
な
事
を
学
び
ま
し
た
。
ま
ず
、
初
め

に
上
越
科
学
館
と
い
う
歴
史
や
科
学

に
つ
い
て
学
べ
る
場
所
に
行
き
ま
し
た
。

ぼ
く
は
そ
こ
に
行
っ
て
み
て
人
間
の
歴

史
や
風
力
発
電
や
環
境
な
ど
の
こ
と
が

学
べ
ま
し
た
。
次
に
組
子
の
会
社
タ
ニ

ハ
タ
に
行
き
ま
し
た
。
行
っ
て
み
て
タ

ニ
ハ
タ
で
は
、
組
子
を
作
る
だ
け
で
は

な
く
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
発
電
な
ど
地
球

に
エ
コ
な
事
を
し
て
い
る
事
が
わ
か
り

ま
し
た
。
ぼ
く
が
修
学
旅
行
に
行
っ
て

思
っ
た
こ
と
は
、
色
々
な
会
社
で
環
境

の
事
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
感
じ
ま
し

た
。

色
々
な
事
が
学
べ
た
修
学
旅
行

�

西
原�

巳
桜

10
月
26
・
27
日
に
修
学
旅
行
に
行
き

ま
し
た
。
場
所
は
、
富
山
県
と
新
潟
県
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
関
係
な
ど
を
学
習
し
に
行
き

ま
し
た
。
Ｓ
Ｄ
G
ｓ
関
係
で
は
、
一
日

目
に
エ
コ
タ
ウ
ン
に
行
っ
て
、
廃
棄
物

を
ゼ
ロ
に
す
る
と
い
う
目
標
に
向
け
て
、

活
動
し
て
い
る
所
を
見
て
き
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
海
岸
に
行
っ
て
、
ゴ
ミ
拾

い
を
し
て
き
ま
し
た
。
ビ
ン
や
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
、
く
つ
な
ど
色
々
な
ゴ
ミ
が
あ

り
ま
し
た
。
海
が
今
す
ご
く
汚
い
こ
と

を
実
感
し
ま
し
た
。
こ
の
二
日
間
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
事
な
ど
沢
山
学
べ
た
し
、
体

験
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。
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＊生徒さんたちの日記をもとに作成しました。

聖南中学校
修学旅行記
10月21日・22日 ～長野県内や近隣の自然や歴史、文化を学ぼう～

飯田・諏訪・山梨の旅

満蒙開拓では、見栄えのいいポスターや政府の言うことを忠実に聞いて、多くの
人が騙されて強引に行かされて犠牲になった。「信用すること＝正しい」ではない
と思った。
学習する前は知らなかったが、農業などをやらせるため、もともと住んでいた人々
を追い払って開拓団を来させたことが心に残った。
開拓団は長野県がずば抜けて多く、筑北村からも 178 人も満州へ行っていること
を知った。他人事ではないなと感じた。
戦争の中で隠れて進められていた政策を知ることができて自分にとっていい経験
になったし、戦争はみんなで考えていかなければいけない問題だと改めて感じた。
平和のために何ができるか考えて生きていきたい。

橋からの景色はとても綺麗で、
川下りも見れました。高いとこ
ろが好きなので楽しかったです。

夜は普段友達と一緒に過ごすこと
のない時間帯で、カードゲームを
して遊んだり談笑したりできて、
疲れを感じさせない楽しさでした。

磁気浮上走行を体験、実験で
超電導体の特性について学ぶ
ことができた。時速 500km
のスピードや迫力、音を感じ
ることができた。

FUJIYAMA に乗って友達と一
緒に（スピードについて）学
習しました。思った以上に速
くて怖かったのと同時に楽し
かったです。絶望要塞では、
みんなでスリルを共有しなが
ら楽しめたので、いい思い出
となりました。

御柱祭で使われる木がそびえ立ってい
て、とてもすごかったです。感動しました！

「満蒙開拓平和記念館」

「天竜峡大橋そらさんぽ」

「万治の石仏」

「上諏訪温泉（泊）」

「山梨県立リニア見学センター」

「富士急ハイランド」

「諏訪大社下社春宮」
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編 

集 

後 

記

�

山
崎�

洋
文

今
年
西
暦
２
０
２
２
年
は
五
黄
寅

年
で
あ
る
。
諏
訪
大
社
で
は
御
柱
の

お
祭
り
が
お
こ
な
わ
れ
る
。
こ
の
村

で
は
坂
井
地
域
の
安
坂
神
社
で
5
月

5
日
に
行
わ
れ
る
。

「
な
ん
で
寅
年
と
申
年
に
御
柱
が
お

こ
な
わ
れ
る
の
？
」

時
間
や
方
角
を
十
二
支
で
表
す
方

法
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
方
位
の

真
北
と
夜
の
12
時
を
「
子
」
で
表
し
、

真
南
と
昼
の
12
時
を
「
午
」
で
表
す
。

真
北
か
ら
真
南
に
つ
な
ぐ
線
を
子
午

線
。
昼
の
12
時
を
正
午
。
そ
れ
よ
り

早
い
時
間
を
午
前
、
遅
い
時
間
を
午

後
と
い
う
。

1
日
の
始
ま
り
は
、
寅
の
刻
（
夜

明
け
の
4
時
頃
）
で
、
1
年
の
始
ま

り
も
寅
の
月
（
2
月
）
と
な
る
。
暦

の
上
で
の
1
年
が
は
じ
ま
り
、
干
支

の
切
り
替
え
に
な
る
の
は
、
立
春
の

2
月
4
日
と
な
る
。
だ
か
ら
1
月
生

ま
れ
の
人
は
前
の
年
の
干
支
に
な
る
。

八
十
八
夜
、
二
百
十
日
は
、
立
春
を

基
準
に
数
え
て
い
る
。

始
ま
り
の
方
位
は
東
北
で
「
艮
（
う

し
と
ら
）」
と
い
い
、
別
名
鬼
門
と
も

い
う
。
鬼
が
出
入
り
す
る
恐
ろ
し
い

方
角
で
あ
る
。
鬼
と
は
死
ん
だ
人
の

こ
と
で
、
冥
界
の
出
入
り
口
が
鬼
門

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
災
い
が
や
っ

て
く
る
方
角
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

家
を
建
て
る
時
に
間
取
り
に
気
を
使

う
人
も
多
い
。
京
都
で
は
比
叡
山
延

暦
寺
、
東
京
で
は
上
野
の
寛
永
寺
が

鬼
門
除
け
の
寺
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。

艮
の
真
反
対
が
「
坤
（
ひ
つ
じ
さ

る
）」
と
い
い
、
裏
鬼
門
で
あ
る
。
こ

の
鬼
門
の
年
と
裏
鬼
門
の
年
に
、
新

し
い
息
吹
を
吹
き
込
む
た
め
御
柱
祭

が
お
こ
な
わ
れ
そ
の
熱
気
で
新
鮮
な

日
々
が
復
活
す
る
。

こ
の
年
に
薙な

ぎ

鎌が
ま

を
ご
本
社
諏
訪
大

社
よ
り
受
け
る
神
社
も
あ
る
、
安
坂

神
社
の
他
に
西
条
地
区
の
手
塚
神
社

も
う
け
る
。
風
の
神
で
あ
る
お
諏
訪

さ
ま
の
威
力
を
制
御
す
る
鎌
で
、
龍

が
御
神
体
で
あ
る
お
諏
訪
さ
ま
の
鱗

を
象
っ
た
も
の
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。

四
季
の
始
ま
る
日
は
立
春
、
立
夏
、

立
秋
、
立
冬
と
4
回
あ
り
、
そ
の
前

日
が
節
分
と
い
う
。
だ
か
ら
節
分
も

1
年
に
4
回
あ
る
の
だ
が
、
始
ま
り

の
寅
の
月
に
あ
る
立
春
の
前
の
節
分

を
特
に
重
要
視
し
て
追
儺
（
お
に
や

ら
い
）
の
儀
式
を
す
る
。

1
年
で
一
番
寒
い
日
と
な
る
。
寒

い
け
れ
ど
、
家
中
の
戸
を
開
け
放
っ

て
「
鬼
は
外
」「
福
は
内
」
と
叫
ん
で

煎
り
豆
を
撒
く
。
そ
の
後
か
ら
、
す

り
鉢
を
か
ぶ
っ
た
人
が
、
す
り
こ
ぎ

を
杖
に
「
ご
も
っ
と
も
、ご
も
っ
と
も
」

と
言
っ
て
歩
く
。
豆
ま
き
の
行
事
を

承
認
す
る
翁
＝
神
様
の
役
が
必
要
な

の
だ
が
、
今
で
は
そ
こ
ま
で
や
る
家

は
み
あ
た
ら
な
い
。
新
し
い
年
を
迎

え
る
に
あ
た
り
、
古
い
年
の
災
い
を

祓
う
の
で
あ
る
。

冬
の
節
分
と
、
北
東
の
艮
。
夏
の
土

用
と
南
西
の
坤
。
災
い
を
防
ぐ
た
め

に
昔
か
ら
方
角
や
暦
に
対
し
て
、
い

ろ
い
ろ
な
ま
じ
な
い
が
さ
れ
て
き
た
。

人
の
一
生
で
は
、
誕
生
祝
、
七
五
三
、

還
暦
の
お
祝
い
等
、
年
中
行
事
で
は
、

お
雛
祭
り
や
大
祓
い
も
災
い
を
避
け

る
大
切
な
ま
じ
な
い
で
あ
る
。
毎
年

行
う
お
祭
り
で
は
獅
子
舞
で
幣し

で

と
鈴

で
災
い
を
祓
う
。
お
祭
り
の
混
沌
か

ら
新
し
い
秩
序
が
生
ま
れ
る
。

始
ま
り
の
年
で
あ
る
寅
年
の
御
柱

祭
で
コ
ロ
ナ
禍
の
災
い
を
祓
っ
て
、

世
の
中
の
秩
序
が
回
復
し
、
平
穏
な

日
々
が
戻
る
こ
と
を
祈
る
ば
か
り
で

あ
る
。

　

令
和
４
年
最
初
の
公
民
館
報
97
号
を

お
送
り
し
ま
す
。

　

新
し
い
一
年
が
始
ま
り
ま
し
た
。
皆

様
新
し
い
年
を
ど
の
よ
う
な
想
い
で
迎

え
ら
れ
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。

　

ど
ん
な
時
代
で
あ
っ
て
も
日
々
の
営

み
が
あ
り
、
そ
れ
は
と
て
つ
も
な
く
長

い
時
間
の
先
人
た
ち
の
営
み
の
積
み
重

ね
の
う
え
に
あ
り
ま
す
。
本
年
も
、
公

民
館
報
は
脈
々
と
受
け
継
が
れ
、
ま
た

は
変
容
を
重
ね
て
き
た
営
み
の
煌
め
き

に
光
を
当
て
て
い
け
る
よ
う
努
め
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

占
星
術
で
は
昨
年
か
ら
風
の
時
代
に

入
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
18
世
紀

末
か
ら
始
ま
っ
た
物
質
や
財
を
重
視

し
た
世
界
で
あ
る
土
の
時
代
が
終
わ
り
、

情
報
や
知
識
な
ど
の
形
の
な
い
も
の
、

伝
達
や
教
育
な
ど
が
重
視
さ
れ
、「
知

る
」
を
求
め
て
い
く
時
代
に
な
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
想
像

力
、
思
考
力
、
柔
軟
性
、
自
由
、
多
様

性
…
既
存
の
価
値
観
を
拭
う
勇
気
を
持

ち
、
風
の
様
に
軽
や
か
に
し
な
や
か
に
。

光
の
射
す
方
へ
行
き
ま
し
ょ
う
。

 

（
の
ら
や
）

始
ま
り
の
年
＝
オ
ン
バ
シ
ラ

   

始
ま
り
の
月
＝
オ
ニ
ヤ
ラ
イ

民
俗
よ
も
や
ま
話
シ
リ
ー
ズ
④
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２園交流では、坂井保育園の友達が来ると
門まで迎えに行ったり、友達を遊びに誘っ
て一緒に遊んだりして楽しんでいました。

様々な方に協力していただきながら一緒に遊んだり話を
聞いたりして地域との関わりを広げていきたいと思います。

保育園で収穫したものを「みんな
に食べてもらいたい、収穫した
ものでお菓子を作ってほしい！」
そんな子どもたちの思いから、
小木曽食堂さんにお願いをしに
行きました。

新しい年が明けました。今年は寅年、トラのように元気いっぱいで過ごせるように、明るく穏やかな１年に
なることを願います。子ども達は寒さに負けず、戸外へ出て冬の自然に触れながら遊んでいます。

むしむしでんしゃ出発進行！
ののた～ん ののた～ん

「さかなごはん」
のリズム発表

保育園でとれた
柿と小豆を使って
お菓子を作って
ほしいです。

切符ください

よいしょ！

たけのこみたい！

２園交流

地域の人とのふれあい

坂北駅へお散歩
もちつき会

小木曽食堂見学

麻績消防署見学

「ねぎぼうずのあさたろう」
のリズム発表

はしご車
見学

駅の見学をして
切符をもらったよ

～小豆と抹茶のパウンドケーキ～
～柿のクランブル～

四角いドーナツはどうやって作ったの？おしらせ 毎週木曜日は休館になります。毎週木曜日は休館になります。

子育て支援センターだより

2月・3月の行事予定

　新しい年を迎えました。今年もよろしくお願いいたします。
　寒さが厳しくなる季節ですが、センターでは、楽しい遊びや季節の行事を計画して
いますので、ぜひ遊びにきてください。

2月
内　　容日にち

 1日（火） ベビーマッサージ
 2日（水） 豆まき会
 8日（火） ベビーマッサージ
 15日（火） ベビーマッサージ
 16日（水） どんぐりくらぶ
 22日（火） キッズビクス

3月
内　　容日にち

 1日（火） ベビーマッサージ
 8日（火） ベビーマッサージ
 9日（水） 誕生会
 15日（火） キッズビクス
 18日（金） おわりの会
 22日（火） ベビーマッサージ
 29日（火） ベビーマッサージ

※詳しくは「おひさま・すこやかカレンダー」をご確認ください。
　また、新型コロナウイルス感染症の拡大防止のためやむを得ず開催の中止・延期を行う事があります。

　親子で「英語であそぼう」を楽し
みました。
　ハロウィンやクリスマスなど、今
では日本でも楽しまれている行事
に合わせ、英語の歌やリズムあそ
びをしました。

ハッピー
ハロウィン！

トリック
オアトリート

英語の絵本を
読んでもらいました

かわいい手形で
ツリーができたよ♪
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筑　北　村　図　書 館　だ　よ　り
新年のあいさつ 山崎図書館長

チャイコフスキーが作曲した「くるみ割り人形」の楽曲にのせた、極彩色のミュージカル・ファ
ンタジーアニメ－ションの上映で、クリスマス会は賑やかなものになりました。上映後にサン
タクロースが現れ、ひとりひとりにプレゼントを渡してくれました。

第５回  図書館まつり 11月14日

クリスマス上映会「くるみ割り人形」 12月19日

図書館からのお知らせ

筑北村図書館　問い合わせ　℡：0263-66-1115

筑北村図書館ができて 6 年が経ちました。館長
も 3 期目に入りました。相変わらずよろしくお願い
申し上げます。
令和３年はマスクのいる日々でしたが、次第にイ

ベントも開催できるようになりました。令和 2 年に
できなかった図書館まつりのイベントも復活でき、
イッカデサーカスのお父さん、お母さん、小学６年
生の娘さんであたたかいパフォーマンスを繰り広げ
てくれました。令和 4 年は寅年で始まりの年です。
みなさんもいい年になりますように。

昨年はお休みした図書館まつりですが、今年は「イッカデサーカス」をお招きして開催すること
ができました。タップダンスにパントマイム、様々なジャグリング、カラーコーンのバランス芸など、
まるでおもちゃ箱をひっくり返したような楽しいショーを見せてくれました。足長のパフォーマンス
では、天井スレスレのその高さにハラハラドキドキしました。この他にも、恒例の「雑誌リサイクル」
や「そして、父になる」の上映会など、多くの方が参加してくれました。

◆蔵書点検のお知らせ
図書館では蔵書点検を行いますので、下記の期間休館します。この間の本の返却は返却
ポストへ、紙芝居は返却ポストではなく、図書館が開館する３月 16 日（水）以降に窓口
までお持ちください。期間中ご迷惑をお掛けしますがよろしくお願いします。

休館期間：令和4年3月8日（火）～令和4年３月15日（火）まで

◆野菜づくりのコツと裏ワザ講座

令和 4 年 3 月 6 日（日）13 時 30 分～ 14 時 30 分
２階多目的室
農山魚村文化協会職員

日　時
場　所
講　師

出版社の農文協から講師を招いて、DVD を上映しながら農業に関するアイディアやヒント
を教えていただきます。昨年、大好評につき第 2 回目です！ ぜひ、ご参加ください。

☆先着 28名　参加費は無料です。
事前に申し込みが必要になります。
詳細は追ってお知らせしますが、新型コロ
ナウイルスの感染拡大状況によっては講演
会を中止または延期する可能性があります。
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夏
に
令
和
２
年
度
と
本
年
度
の
成
人
式
を
予
定
し
て
い
ま
し

た
が
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
状
況
が
思
わ
し
く
な
く
中
止
と
な
っ

た
こ
と
を
、
95
号
に
掲
載
し
ま
し
た
が
、
１
月
３
日
に
筑
北
村

と
し
て
本
年
度
の
成
人
式
を
挙
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

当
日
は
、
新
成
人
34
名
の
う
ち
24
名
（
１
名
オ
ン
ラ
イ
ン
で

参
加
）
が
出
席
し
ま
し
た
が
、
す
で
に
社
会
で
活
躍
し
て
い
る

方
や
大
学
等
で
勉
学
に
励
ん
で
い
る
方
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
を

歩
み
始
め
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
こ
れ
か
ら
の
活
躍
を
願
っ
て

い
ま
す
。

村
民
憲
章
の
朗
読

村
民
憲
章
の
朗
読

令
和
３
年
度 

成
人
式

久
し
ぶ
り
に
皆
さ
ん
を
思
い
出
し
な

が
ら
筑
北
へ
来
ま
し
た
︒

三
校
合
同
の
修
学
旅
行
も
思
い
出
で

す
︒
立
派
に
な
ら
れ
た
皆
さ
ん
の
こ
れ

か
ら
の
成
長
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︒
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小
岩
井
先
生

小
岩
井
先
生

祝成人の皆さんおめでとう！！

手塚先生と 小岩井先生と

消防士です

公務員になります
4月から栄養士です

美容専門学校を卒業し
4月から東京です

大学生　
頑張っています

介護の資格を目指しています

会社員！

親元で仕事しています

大学生です　この先不安も
ありますが頑張ります

塗装業！ 建設業！！

恩師の先生と

視線の先は…
恩師の平井先生とのリモート
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夏
に
令
和
２
年
度
と
本
年
度
の
成
人
式
を
予
定
し
て
い
ま
し

た
が
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
状
況
が
思
わ
し
く
な
く
中
止
と
な
っ

た
こ
と
を
、
95
号
に
掲
載
し
ま
し
た
が
、
１
月
３
日
に
筑
北
村

と
し
て
本
年
度
の
成
人
式
を
挙
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

当
日
は
、
新
成
人
34
名
の
う
ち
24
名
（
１
名
オ
ン
ラ
イ
ン
で

参
加
）
が
出
席
し
ま
し
た
が
、
す
で
に
社
会
で
活
躍
し
て
い
る

方
や
大
学
等
で
勉
学
に
励
ん
で
い
る
方
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
を

歩
み
始
め
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
こ
れ
か
ら
の
活
躍
を
願
っ
て

い
ま
す
。

村
民
憲
章
の
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読

村
民
憲
章
の
朗
読
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成
人
式

久
し
ぶ
り
に
皆
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ん
を
思
い
出
し
な

が
ら
筑
北
へ
来
ま
し
た
︒

三
校
合
同
の
修
学
旅
行
も
思
い
出
で

す
︒
立
派
に
な
ら
れ
た
皆
さ
ん
の
こ
れ

か
ら
の
成
長
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
︒
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贈
呈
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品
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呈

成
人
者
代
表
謝
辞

成
人
者
代
表
謝
辞

小
岩
井
先
生

小
岩
井
先
生

祝成人の皆さんおめでとう！！

手塚先生と 小岩井先生と

消防士です

公務員になります
4月から栄養士です

美容専門学校を卒業し
4月から東京です

大学生　
頑張っています

介護の資格を目指しています

会社員！

親元で仕事しています

大学生です　この先不安も
ありますが頑張ります

塗装業！ 建設業！！

恩師の先生と

視線の先は…
恩師の平井先生とのリモート
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新成人 おめでとうございます
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※環境に優しい
　植物性油インクを
　使用しています。

［印刷］ 株式会社成進社印刷
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